
全
均
支
局
、
先

第
二
十
八
巻

第
一
競

昭
和
四
十
四
年
六
月

護
行

宋

代

官

田
。〉

租

種

管

業

草

野

靖

は

し

が

き

一

租

種
管
業
田
の
取
扱
い
と
佃
田
の
色
目

二
租
種
管
業
の
要
件

-

永
業
・
倍
刷
業
・
管
業
・
若
業

承

佃

資
陪
と
工
本
銭

す

び

.....， 1-
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し

i1>、

き

宋
代
の
宮
田
は
、
政
府
が
牛
具
・
農
器
・
種
子
・
佃
戸
屋
舎
及
び
倉
庫
等
を
提
供
し
無
産
の
貧
民
を
募

っ
て
経
営
す
る
官
荘
法
、
政
府
が
種

子
を
出
し
民
戸
が
牛
具
・
農
器
・
第
働
を
提
供
す
る
附
種
経
営
、
政
府
は
た
だ
土
地
を
提
供
す
る
だ
寸
で
浄
課
を
納
め
、
耕
種
の
費
用
は
一
切

4
子
、ゆか

民
戸
が
負
捨
す
る
租
佃
法
な
ど
に
よ

っ
て
経
営
さ
れ
て
い
だ
が
、
こ
の
中
の
租
佃
回
に
は
所
調
佃
権
本
稿
に
云
う
管
業
権
が
成
立
し
て
い
た
。

①
 

今
日
我
々
は
こ
の
こ
と
を
周
藤
吉
之
数
授
の
先
騒
的
な
業
績
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
な
お
論
ず
べ
き
問
題
も
蔑
さ
れ
て
い
る
よ
う

1 



2 

で
あ
る
。
本
稿
は
周
藤
敬
授
の
高
見
を
承
け
て
、
所
謂
佃
権
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
佃
権
を
設
定
さ
れ
た
租
佃
田
は
法
的
に
如
何
な

る
取
扱
い
を
受
け
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
佃
権
は
如
何
な
る
種
類
の
回
に
成
立
し
、
ま
た
何
が
こ
れ
を
成
立
さ
せ
て
い
た
か
、
と
云
っ
た
黙
を

詳
考
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
租
種
管
業
な
ど
と
見
な
れ
な
い
言
葉
を
標
題
に
選
ん
だ
の
は

p
し
て
奇
を
街
っ
た
の
で
は
な
い
。
所
謂

佃
権
の
寅
態
は
よ
り
包
括
的
な
概
念
を
持
つ
言
葉
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
た
ほ
う
が
い
い
し
、
ま
た
そ
の
言
葉
を
嘗
時
の
文
献
に
見
出
す
こ
と
が

出
来
れ
ば
よ
り
目
穴
鰻
的
に
事
態
を
表
現
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
云
う
私
見
に
由
る
も
の
で
あ
る
。
拙
論
の
趣
旨
と
と
も
に
併
せ
て
御
批
判
を

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
な
お
本
稿
は
拙
稿
「
宋
代
官
田
の
経
営
類
型
」
(
軒
琳
敏
男
岬
文
)
の
論
旨
を
承
け
、

「
日
野
数
授
還
暦
J

い
て
」
(
記
念
論
文
集
)
に
績
く
も
の
で
あ
る
。

「
宋
代
官
回
の
剣
佃
に
つ

租
種
管
業
田
の
取
扱
い
と
佃
田
の
色
目

嘗
て
百
姓
の
私
有
地
と
し
て
耕
作
さ
れ
て
い
た
熱
田
で
政
府
に
波
牧
さ
れ
た
も
の
、

及
び
百
姓
の
私

- 2ー

管
業
田
は
お
お
よ
そ
如
何
な
る
取
扱
い
を
受
け
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、

考
察
を
始
め
よ
う
。
宋
代
の
官
田
は
、

そ
れ
は
如
何
な
る
種
類
の
官
田
に
成
立
し
て
い
た
か
と
云
う
貼
か
ら

有
地
を
除
く
他
の
一
切
の
地
土
を
包
括
し
て
い
た
。
前
者
に
嘗
る
も
の
に
は
、
逃
戸
が
放
棄
し
た
田
産
即
ち
逃
回
、
男
系
の
子
孫
が
死
に
絶
え

た
家
の
田
産
即
ち
戸
絶
田
、
例
え
ば
政
府
の
酒
坊
な
ど
を
買
撲
経
営
し
て
所
定
の
課
利
を
納
め
き
れ
ず
に
抵
嘗
に
お
い
た
田
産
で
償
、
還
し
た
も

え
さ
じ
ん

の
即
ち
抵
嘗
場
務
折
納
回
、
政
府
の
倉
庫
を
管
理
し
た
り
官
物
を
牧
買
職
遺
し
た
り
す
る
業
務
に
就
い
た
役
人
が
欠
損
を
出
し
て
抵
首
の
田
産

を
浪
牧
さ
れ
た
も
の
即
ち
主
持
倉
庫
官
物
欠
折
陪
填
抵
嘗
田
、
或
は
市
易
務
の
銭
物
を
貸
り
て
商
販
を
行
な
い
所
定
の
期
日
に
元
利
を
返
済
出

来
、
ず
に
抵
嘗
因
を
夜
放
さ
れ
た
も
の
即
ち
市
易
抵
嘗
折
納
回
、
或
は
罪
を
犯
し
て
渡
牧
さ
れ
た
籍
注
目
な
ど
が
あ
り
、
後
者
に
嘗
る
も
の
に
、

未
耕
の
荒
閑
回
即
ち
天
荒
田
、
江
河
湖
海
畔
に
堆
積
さ
れ
た
沙
泥
、
退
灘
地
、
こ
れ
ら
の
土
地
で
童
葦
荻
の
自
生
す
る
所
謂
藍
場
な
ど
が
あ
っ

た
。
そ
し
て
こ
の
土
地
が
州
豚
司
や
轄
運
司
・
常
卒
司
・
群
牧
司
な
ど
に
係
属
さ
れ
、
職
田
・
屯
田
・
省
荘
・
牧
地
な
ど
の
用
途
に
充
て
ら

れ
、
ま
た
廉
〈
一
般
百
姓
の
佃
作
に
委
ね
ら
れ
、
或
は
出
賀
さ
れ
て
い
た
。
管
業
団
は
こ
れ
ら
の
官
田
の
何
れ
民
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う



か
。
ま
、
ず
第
一
に
事
ぐ
べ
き
も
の
は
江
南
の
係
省
屯
田
で
あ
る
。
こ
の
係
省
屯
田
に
就
い
て
、
最
も
良
く
概
括
的
に
管
業
回
の
特
徴
を
俸
え
た

文
献
が
残
さ
れ
て
い
る
。
文
献
逼
考
(
惜
)
回
賦
考
・
屯
田
に
、
政
和
元
年
(
一
一
一
一
)
政
府
が
係
官
回
の
一
斉
出
買
を
試
み
た
と
き
知
吉
州

徐
常
が
江
西
路
の
屯
田
を
出
買
の
封
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
よ
う
に
奏
請
し
た
言
葉
を
の
せ
て

租
宗
時
許
民
間
用
震
永
業
。
如
有
移
襲
。
難
レ
即
日
立
債
交
佃
吋
其
賓
便
如
典
一
貫
己
物
。
(
酔
)
叉
其
交
佃
歳
久
。
甲
乙
相
停
。
皆
陪
債
得
佃
。

と
あ
り
、
ま
た
淳
一
照
十
四
年
三
一
八
七
)
噴
に
係
る
と
見
ら
れ
に
刈
陸
九
淵
の
「
輿
蘇
宰
書
」
(
鵠
一
創
建
)
も
、
同
様
に
官
田
出
貰
策
を
批
剣

し
て
江
西
路
の
係
省
屯
田
が
特
殊
な
性
格
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
撫
州
金
銭
鯨
の
大
山
領
荘
・
精
歩
荘
を
例
に
と
り
、
本
荘
が
元
祐
年
間

ほ
ど
ζ

の
宣
仁
皇
太
后
垂
簾
の
日
に
大
農

(戸
部
〉
の
財
用
を
補
う
た
め
皇
太
后
の
湯
泳
の
地
を
官
に
納
め
、
荘
に
匡
分
し
、
貧
民
に
婚
し
、
簿
籍
を

作
り
、
租
課
を
定
め
、
「
永
業
と
篤
さ
し
め
た
」
こ
と
に
始
ま
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
現
在
で
は

歳
月
寝
久
。
民
文
相
興
貿
易
。
謂
之
資
陪
。
廠
債
輿
税
田
相
若
。
著
令
亦
許
其
承
佃
。
明
有
資
陪
之
文
。
使
之
立
契
字
職
牙
税
。
蓋
無
異

於
税
因
。
其
名
数
之
著
於
州
鯨
簿
籍
者
。
目
日
省
荘
。
計
ニ
其
租
入
吋
則
上
而
計
省
。
下
市
郡
願
。
皆
徳
之
日
苗
屯
米
若
干
。

と
云
う
紋
態
に
あ
り
、
ま
た
耕
作
者
は
何
れ
も
嘗
初
に
給
佃
を
受
け
た
も
の
で
は
な
く
、
皆
「
責
陪
入
戸
」
の
人
に
舞
っ

て
い
る
こ
と
を
読
い

- 3 ー

て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
文
献
に
よ

っ
て
管
業
田
の
特
徴
を
摘
記
す
る
と
、
的
ま
ず
こ
れ
が
耕
作
者
の
永
業
と
な

っ
て
い
る
黙
で
あ
る
。
但
し
そ

お
の
が
も
の

の
永
業
は
己
物
税
回
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
、
租
諜
を
徴
牧
さ
れ
る
永
業
の
租
佃
田
で
あ
る
。
制
つ
ぎ
に
こ
の
租
佃
回
、が
移
繁
貿
易
を
許
さ
れ

「
立
債
交
佃
と
名
づ
く
」
と
云
い
「
著
令
も
亦
そ
の
承
佃
を
許
す
」
と
云
う
よ
う
に
、
正
し
く
は
交
佃
承

「
己
物
を
典
貰
す
る
が
如
く
」
で
は
あ
っ
て
も
決
し
て
典
買
で
は
な
く
、
た
だ
交
佃
承
佃
の
際
に
資
陪
即
ち
金
銭
を
出
し
て
償
い

を
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
云
う
貼
で
あ
る
。
承
佃
と
責
陪
と
が
第
二
第
三
の
特
徴
と
な
る
。
付
最
後
に
、
こ
の
回
が
州
鯨
の
簿

籍
に
名
数
を
著
さ
れ
、
苗
税
と
一
括
し
て
租
課
を
徴
牧
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

交
佃
承
佃
の
際
は
契
字
を
立
て
、
即
ち
官
司
の
印
契
を
買
っ
て

書
填
交
易
し
牙
税
を
納
め
、
こ
の
手
績
き
に
従
っ

て
「
入
戸
」
の
措
置
を
取
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
黙
で
あ
る
。
即
ち
州
照
司
係
腐
を
第
四
の

特
色
と
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
な
お
こ
の
屯
田
の
由
来
で
あ
る
が
、
周
藤
氏
が
推
測
さ
れ
た
よ
う
に
五
代
南
唐
の
時
代
に
設
置
さ
れ
た
も
の

る
黙
で
あ
る
。
但
し
そ
の
貿
易
は
、

佃
で
あ
り
、

3 
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と
見
ら
れ
る
。
南
唐
は
箪
糧
確
保
の
た
め
に
領
内
の
諸
州
に
屯
田
を
設
置
し
て
い
た
向
、

〔
務
〕

@

使
を
罷
め
て
本
州
豚
に
蹄
し
、
所
属
令
佐
に
委
ね
て
常
賦
と
と
も
に
征
す
る
」
よ
う
に
改
め
て
い
た
。
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
宋
に
う
け
つ
が
れ
た

後
主
顛
徳
八
年
(
九
六
一
)

七
月
に

「
諸
路
屯
田

の
で
あ
る
。
文
献
通
考
に
「
園
初
に
は
惟
だ
河
北
の
屯
田
に
の
み
兵
有
り
。
江
新
の
聞
に
屯
田
と
名
づ
く
る
者
の
如
き
は
皆
五
代
の
奮
名
に
因

り
、
質
に
屯
有
る
に
は
非
ず
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
奮
闘
領
の
一
帽
建
入
州
に
も
官
荘
が
あ
り
、
宋
代
に
な
っ
て
租
課
を
均
定
さ
れ
、
特
に

す
ふ

'
O
L
F』

一幅
州
の
官
荘
は
太
卒
輿
園
五
年
(
九
八

O
)
に
私
産
に
準
じ
て
雨
税
額
を
定
め
ら
れ

「
宮
中
却
た
要
む
る
と
き
は
占
菩
す
る
を
得
ず
」
と
云
う

⑤
 

文
言
を
記
し
た
帖
(
券
)
を
興
え
ら
れ
て
「
主
佃
」
を
許
さ
れ
て
い
た
と
云
う
が
、
こ
の
官
荘
も
江
西
屯
田
と
同
様
の
取
扱
を
受
け
て
い
た
も

の
と
見
ら
れ
る
。
唐
末
以
来
中
原
の
諸
州
に
設
け
ら
れ
た
営
団
も
、
後
周
顛
徳
三
年
(
九
五
三
)
正
月
乙
丑
に
「
悉
く
戸
部
営
団
務
を
罷
め
、

@
 

そ
の
民
を
以
っ
て
州
鯨
に
隷
し
、
其
国
庫
牛
農
器
は
並
び
に
見
佃
の
者
に
賜
い
永
業
と
篤
す
」
と
措
置
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
も
同
様
な
取

扱
い
を
受
け
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

-4-

こ
う
し
た
取
扱
い
を
受
け
る
佃
田
は
ま
だ
ほ
か
に
も
あ
っ
た
。
ま
ず
腰
監
牧
地
で
あ
る
。
元
豊
三
年
(
一

O
入
O
)正
月
中
央
政
府
よ
り
使
臣
を@

 

波
遣
し
て
、
開
封
府
界
の
提
貼
司
や
、
諸
路
の
穂
運
司
と
と
も
に
、
群
牧
司
の
腰
監
の
牧
地
の
租
課
を
郷
原
の
例
に
よ

っ
て
定
め
さ
せ
て
い
る
が

南
陽
集
(
鳩
一
一
)
、
程
伯
純
(
誇
願
)
墓
誌
銘
に
よ
っ
て
こ
の
時
の
措
置
を
み
る
と
、
程
頼
が
知
扶
構
一
師
事
(
醐
畑
一
附
一
喰
)
で
あ
っ
た
時
の
こ
と
と
し
て

官
制
行
改
奉
議
郎
。
朝
廷
遣
官
括
牧
地
。
民
団
嘗
浪
者
千
頃
。
往
往
持
累
世
券
自
明
。
皆
弗
用
。
詔
。
改
税
作
租
。
許
賓
易
如
私
因
。
民

乃
服
。

と
記
し
て
い
る
。
改
税
作
租
は
私
回
と
し
て
南
税
を
賦
課
さ
れ
て
い
た
も
の
を
租
佃
田
と
し
て
正
し
た
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

「
貰
易
を

許
す
こ
と
私
田
の
如
く
す
」
は
正
し
い
表
現
で
は
な
い
が
立
債
交
佃
を
許
さ
れ
た
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
。
元
豊
六
年
間
六
月
十

四
日
に
も
、
朝
散
郎
楊
叔
儀
が
郡
州
管
下
六
牒
の
牧
地
で
見
任
官
の
職
田
や
州
皐
固
に
充
て
ら
れ
て
い
る
も
の
、
豪
右
百
姓
に
侵
占
さ
れ
て
い

る
も
の
合
せ
て
七
十
除
頃
を
検
出
し
、
百
姓
人
戸
に
侵
占
を
承
認
さ
せ
た
の
ち
、

@
 

を
改
め
て
租
と
篤
し
詑
っ
た
」
と
報
告
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
右
と
同
様
の
措
置
を
取
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
元
豊
田
五
年
頃
贋
監
租
固
に

「
蓄
に
依
っ
て
住
佃
」
し
た
い
と
云
う
情
願
に
従
っ
て

「
税



立
債
交
佃
を
認
一め
る
措
置
を
取
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
宋
禽
要
兵
(
一
一
一
)
馬
政
・
政
和
四
年
(
一
二
四
)
十
月
十
三
日
僚
を
見
る
と

刑
部
奏
。
援
秦
鳳
等
路
提
貼
刑
獄
司
獄
。
今
擬
。

牧
地
入
戸
久
衆
租
佃
。
若
己
典
嘗
輿
人
。
只
以
見
今
租
佃
人
魚
業。

即
元
典
嘗
人
以
元

銭
牧
闇
者
聴
。
伺
依
法
養
馬
。
若
業
不
離
戸
卸
係
元
業
戸
租
佃
者
。
令
業
戸
興
佃
戸
共
養
。
従
之
。

/と
あ
り
、
給
地
養
馬
の
法
|
牧
田
を
租
佃
戸
に
興
え
租
課
を
菟
じ
て
戦
馬
を
飼
養
さ
せ
る
制
度
を
施
行
し
た
と
き
、
典
出
中
の
租
田
を
誰
に
興

え
る
か
が
問
題
と
な
り

「
現
在
の
租
佃
名
義
人
に
興
え
る
。
但
し
典
出
し
て
も
名
義
を
改
め
ず
に
元
租
佃
者
が
佃
作
し
て
い
る
場
合
は
、
典

主
(
銭
主
〉
と
佃
戸
即
ち
元
租
佃
者
が
共
同
で
鞍
馬
を
養
う
」
と
定
め
て
い
て
、
牧
田
の
租
佃
者
が
佃
田
を
典
首
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
の
権
限
も
或
は
元
豊
中
の
措
置
で
輿
え
ら
れ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
「
若
業
不
離
戸
即
係
元
業
戸
租
地

@
 

佃
者
」
は
質
小
作
の
存
在
を
示
す
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

贋
監
租
佃
に
つ
い
で
遠
年
の
逃
回
、
天
荒
田
、
草
萄
斐
蕩
、
及
び
湖
深
退
灘
沙
塗
な
ど
の
佃
田
が
あ
る
。

宋
命
同
要
食
貨
(
日
)
農
回
一
雑
銭
・
宣

和
元
年
(
一
一
一
九
)
八
月
二
十
四
日
僚
に

農
田
所
奏
。
臆
新
西
州
豚
因
ニ
今
来
積
永
減
退
一
露
出
国
土
。
乞
毎
回
開
選
委
水
利
司
諸
暁
農
回
文
武
官
。
分
詣
郷
村
検
視
標

記
。
除
人
戸
己
業
外
。
其
除
遠
年
逃
田
・

天
荒
田
・
草
山
剖
斐
蕩
及
湖
深
・
退
灘
沙
塗
等
地
。
並
打
量
歩
畝
。

立
四
至
。
坐
落
著
望
郷
村。

毎
園
以
千
字
文
矯
放
。
置
簿
拘
籍
。
以
田
隣
見
租
課
比
二
撲
量
減
分
数
吋
出
梯
限
一
百
日
。
召
入
賞
封
投
欣
添
租
請
佃
。
限
満
掠
封
。
給

租
多
之
人
。
毎
戸
給
戸
帖
一
紙
。
開
具
所
佃
色
・
歩
畝
・
四
至
・
著
墓
・
雁
納
租
課
。
如
将
来
典
責
。
聴
依
係
籍
田
法
請
買
印
契
書
填
交

易
。
従
之
。

同
輿
知
佐
。
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と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
こ
に
戸
帖
を
設
給
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
貼
注
意
を
促
し
て
お
き
た
い
。
係
籍
回
が
五
等
版
籍
に
係
属

さ
れ
る
田
即
ち
税
田
・
己
業
を
指
す
呼
稀
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
宋
舎
要
食
貨
(
批
)
賦
税
雑
録
・
乾
道
五
年
(
一
一
六
九
〉

5 

七
月
二
十
五
日
僚
の
知
紹
興
府
史
浩
の
言
に
、
諸
墜
燃
の
湖
田
に
つ
い
て

昨
因
経
界
法
行
。
官
吏
無
刷
民
之
心
。
岳
軍
将
-
一
湖
回
-
作
エ
籍
回
-
打
量
。
計
二
十
三
高
五
百
二
十
二
畝
有
寄
。
云
々
。
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と
あ
る
な
ど
、
時
折
文
献
に
見
え
る
呼
稀
で
あ
る
が
、
経
界
法
の
規
則
で
は
、
湖
田
園
田
等
は
額
外
の
田
産
と
し
て
取
扱
わ
る
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
。
宋
曾
要
食
貨
(
批
)
経
界
警
部

・
紹
興
十
五
年
(
二
四
五
)
二
月
十
五
月
後
の
戸
部
侍
郎
王
鍛
の
経
由
介
措
置
の
一
項
に

人
戸
時
一
天
荒
産
段
弁
庵
溌
之
類
一
修
-
一
治
境
遁
-
園
長
成
因
。
白V
M
P
岱
Mm島
h-
。
欲
令
逐
州
知
也
伺
作
一
項
。
保
明
供
申
朝
廷
。
量
行
起
税
。

⑮
 

と
指
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
紹
興
府
で
は
こ
の
規
則
が
守
ら
れ
ず
に
額
外
国
産
即
ち
新
田
の
湖
田
が
籍
回
と
一
括
し
て
税
を
定
め
ら
れ

た
た
め
に
、
知
府
が
税
額
の
修
正
を
上
申
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
農
田
所
の
上
奏
は
新
西
州
豚
の
国
土
を
針
象
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
措

こ
の
こ
と
は
後
述
す
る
慮
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
な
る
が
取
敢
え
ず
宋
史
(
時
一
三
食
貨
志

置
は
無
論
全
園
に
適
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

曲目尻回に隆
輿
二
年
(
一
一
六
四
)
入
月
。
刑
部
侍
郎
呉
帯
言
。

(併
)
(
紹
興
府
鑑
湖
)
今
向
有
低
回
二
寓
徐
敵
。
亦
本
湖
也

ofr佐
和
乱
。
砂
佐

織
雨
三
綱
。
欲
官
給
其
字
。
愛
媛
其
因
。

-6-

ま
た
淳
照
十
年
(
二
入
三
)
頃
に
係
る
羅
願
の
那
州
到
任
五
事
割
子
(
側
一
削
除
)
の
第
四
事
に

重
湖
之
外
。
醤
多
臓
土
。

(酔
)在
法
有
酬
債
交
佃
之
文
。
其
或
因
事
到
官
者
。
云
々
。

と
あ
り
、
湖
田
や
逃
紹
荒
地
に
交
佃
が
許
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
文
献
を
禦
ぐ
る
に
と
ど
め
て
お
く
。

以
上
、
管
業
田
の
取
扱
を
確
認
し
、
ま
た
こ
う
し
た
取
扱
が
奮
牧
地
、
遠
年
の
逃
回
、
天
荒
田
(
未
耕
荒
閑
地
)
、
草
・
萄
・
斐
の
茂
る
蕩
、

湖
深
、
退
灘
沙
塗
な
ど
の
租
佃
聞
に
就
い
て
局
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
(
屯
田
は
田
の
用
途
を
示
す
概
念
で
あ
る
の
で
省
く
)
。
次
は

と
あ
り
、

」
の
管
業
田
の
特
色
を
更
に
詳
し
く
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

租
種
管
業
の
要
件

I 

永
業
・
魚
業
・
管
業
・
著
世
一
一
木

先
ず
「
永
業
」
よ
り
検
討
し
よ
う
。

こ
の
永
業
は
己
物
税
回
と
明
確
に
匡
別
さ
れ
る
租
佃
回
で
あ
っ
た
が
、
但
し
ま
た
政
府
の
措
置
に
よ
っ
て



「
永
業
と
震
す
の
を
許
さ
れ
た
」
も
の
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
措
置
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
標
題
に
掲
げ
た
租
種
管
業
の
意
味
は
こ
こ

で
明
ら
か
に
な
る
筈
で
あ
る
。
ま
た
嘗
て
周
藤
、
宮
崎
南
数
授
の
研
究
で
問
題
と
な
っ
た
業
主
に
つ
い
て
私
見
を
加
え
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

宋
代
の
文
献
に
は
業
の
字
を
使
っ
た
呼
稽
が
頻
見
し
て
い
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
業
は
私
有
財
産
と
非
私
有
財
産
と
に
分
け
る

こ
の
呼
稿
関
係
は
長
編
(
清
一
)
元
一
筋
六
年
(
一

O

こ
と
が
出
来
る
。
私
有
財
産
を
指
す
基
本
的
な
呼
稿
は
組
業
〈
組
産
V

及
び
己
業
で
あ
る
。

九
一
〉
十
月
二
十
一
日
丙
子
僚
に

慮
沿
漫
蕃
官
蕃
部
地
土
。
如
係
官
給
者
並
不
許
遁
相
典
買
。
熟
戸
蕃
部
祖
父
及
己
業
卸
聴
自
行
典
責
。

と
あ
る
祖
父
及
び
己
れ
の
業
と
云
ラ
封
構
、
或
は
南
宋
乾
道
元
年
(
一
二
ハ
五
)
か
ら
漸
西
江
東
准
東
の
係
官
沙
田
董
場
を
検
括
し
た
と
き
、

あ

ら

ゆ

る

(

租

)

b

@

事
に
首
っ
た
官
吏
が
「
慮
干
人
戸
の
租
産
己
業
を
終

っ
て

一
葉
に
打
量
し
た
」
と
い
う
封
稽
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
己
業
は
己
れ
の
名
義
に
係

る
業
を
指
し
、
祖
父
の
業
・
租
業
組
産
は
「
未
分
之
産
業
」
「
衆
分
之
業
」
を
指
す
。
清
明
集
・
墳
墓
「
禁
歩
内
如
非
己
業
只
不
得
再
安
墳
墓

「
繋
友
寧
が
嘉
照
二
年
に
李
二
姑
の
陸
地
を
買
い
、
こ
の
陸
地
に
隣
接
す
る
墓
地
を
持
つ
李
細
五

〈
李
二
姑
兄

-
起
造
墾
種
聴
従
其
便
」
に
、

- 7 ー

弟
〉
が
淳
一
斑
二
年
に
執
膿
を
訴
え
出
た
が
、
し
か
し
こ
の
訴
え
は
既
に
三
年
の
訴
限
を
過
ぎ
て
い
る
。
そ
こ
せ
知
鯨
は
「
典
買
衆
分
田
宅
。
私

靴
費
用
者
。
準
分
法
遁
還
」
と
云
う
法
令
を
援
用
し
て
執
績
を
許
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
措
置
は

今
此
地
李
氏
組
業
。
然
李
二
姑
之
父
李
彦
格
。
於
賓
慶
二
年
己
擾
輿
女
。
作
随
嫁
資
。
如
此
則
是
分
析
日
久
。
即
非
衆
分
之
業
。
李
細
五

安
得
震
有
分
之
人
。

@
 

と
云
う
貼
で
不
合
理
で
あ
る
」
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
黙
に
そ
れ
が
示
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
己
(
有
分
の
子
孫
)
よ
り
見
た
場
合
の

呼
稀
法
で
あ
り
、
従
っ
て
祖
父
自
身
よ
り
見
れ
ば
租
業
も
己
業
と
な
る
。
元
豊
五
年
に
蕃
官
官
向
永
能
が
「
祖
父
。
知
緩
州
目
。
有
己
業
因
。
乞

@
 

支
援
」
と
申
訴
し
た
と
云
う
よ
う
な
表
現
も
出
来
る
わ
け
で
あ
る
。
己
業
は
私
有
財
産
で
あ
っ
た
か
ら
、
「
請
佃
の
人
戸
は
止
だ
常
卒
回
有
る

⑬
 

の
み
に
し
て
己
業
無
し
」
と
云
う
よ
う
に
佃
田
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
、
ま
た
「
並
び
に
己
業
に
充
て
、
典
買
を
行
な
う
を
許
し
、
官
を
経
て

⑬
 

印
契
割
移
せ
し
む
」
と
云
う
よ
う
に
典
買
を
許
さ
れ
、
ま
た

7 
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若
係
紹
照
四
年
以
前
静
骨
之
家
。
不
欠
骨
骨
者
。
並
兎
佑
慣
承
買
。
(
酔
)
許
令
費
削
脚
札
経
官
自
陳
。
給
援
投
印
。
各
照
等
色

・
ι
u
p
r酔。

。
「山
木
曾
要
食
貨
六
一
宮
田
雑
録
〆

永
魚
己
業
(嘉
{
疋
十
二
年
正
月
十
七
日
係
)

詔
。
民
間
元
伽
戸
紹
田
産
。
既
行
承
買
即
是
民
因
。
骨
骨
一
。
一
掛
。
其
元
佃
mrわ
骨
骨
除
(
担
問
一
貫
一
…
に
僻
)

およそ

、
、
、
.‘

と
云
う
よ
う
に
、
租
謀
租
米
で
は
な
く
税
苗
二
税
が
起
徴
さ
れ
て

い
た
。
永
業
と
云
う
呼
稀
は
「
諸
永
業
団
は
皆
子
孫
に
侍
え
、
牧
授
の
限
り

⑮
 

に
在
ら
ず
」
と
云
う
唐
の
均
団
法
規
に
用
い
ら
れ
た
呼
稀
と
同
じ
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
そ
の
中
に
は
「
慣
に
依

っ
て
銭
を
納
め

ζ

と

ご

と

く

@

お

わ

ーま

喝
産
買
い
て
、
氷
業
に
充
て
し
仏
」
と
か
「
銭
を
納
め
足
る
を
候
ち
て
、
戸
帖
を
給
し
て
買
田
の
人
に
県
え
、
執
り
て
、
氷
業
と
償
問
さ
し
切
」
と
云

う
よ
う
に
己
業
を
指
稿
す
る
例
も
多
数
見
え
て
い
る
が
、

非
私
有
財
産
を
指
す
業
は
、
魚
業
、
管
業
、

こ
こ
で
問
題
と
す
る
永
業
が
己
業
で
な
い

こ
と
は
既
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

著
業
と
云
っ
た
表
現
の
中
に
往
々
現
わ
れ
て
い
る
。
紹
興
三
十
一
年
四
月
九

(
貿
)

目
、
宮
田
の
出
賀
法
を
「
人
を
召
し
、
銭
を
増
し
て
質
封
投
獄
し
て
承
貰
せ
し
め
、
賓
債
高
き
人
に
給
し
て
業
と
震
え
」
し
同
」
と
定
め
て
い
る

先
ず
負
業
は
、

よ
う
に
己
業
を
指
し
、
ま
た
清
明
集

・
争
業
類
「
羅
柄
女
使
来
安
訴
主
母
奪
去
所
段
国
産
」
に
、
羅
柄
な
る
人
物
が
楊
従
の
戸
田
を
典
得
し
て

- 8 一

こ
れ
を
女
使
の
来
安
(
阿
都
)
に
興
え
た
こ
と
を
記
し
て

羅
柄
。
以
典
到
楊
従
戸
因
。
弁
上
手
契
要
。
附
興
魚
業
。
頓
立
阿
都
戸
。

と
あ
る
よ
う
に
典
得
し
た
田
業
(
典
業
)

も
指
し
て
い
た
が

時
に
は
こ
れ
以
外
の
業
も
あ
っ
た。

以
楊
従
戸
頭
楊
照
税
銭
四
百
五
十
三
文
開
之
。

宋
舎
要
食
貨
(
吠
)
官
田
…
警
部

・
乾
逼
九

年
(
一
一
七
一
二
)
二
月
四
日
僚
に

〈
資
州
)
属
豚
有
営
因
。
自
惰
唐
以
来
。
人
戸
請
佃
鴛
業
。
雄
名
営
団
。
興
民
間
二
税
国
産
一
向
。

と
あ
り
、

ま
た
向
上
紹
照
四
年
(
一
一
九
一
二
〉
八
月
三
日
僚
に

諸
州
軍
官
田
弁
逃
絶
戸
因
。
令
民
間
納
銭
買
矯
己
業
。
近
問
。
諸
州
軍
富
民
資
給
健
訟
之
人
。

地
。
其
請
佃
負
業
者
。
無
使
他
人
告
許
争
買
。

乗
時
刻
買
見
佃
人
因
業
。

(酔
)凡
民
之
回

と
あ
り
、
己
業
で
も
典
業
で
も
な
い
請
佃
し
て
業
と
爵
し
た
も
の
が
顔
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
魚
業
が
明
確
な
法
的
措
置
を
仲
う
も
の
で
あ
っ



た
こ
と
は
右
の
文
面
か
ら
見
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
管
業
(
管
偽
)
も
篤
業
と
同
様
に
舟
い
ら
れ
る
。
朱
文
公
文
集
(
旭
一
)
篠
奏
鰹
界
献
に

開
具
本
郷
所
管
回
数
・
四
至
・
歩
畝
・
等
第
。
各
注
某
人
管
業
。
有
典
頁
則
云
。
元
係
某
人
管
業
・
某
年
典
寅
・
某
人
見
今
管
業
。

と
あ
る
の
は
、
己
業
き
き
指
稽
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
宋
禽
一
安
食
貨
(
仇
)
賦
税
…
筆
跡
・
乾
道
六
年
(
二
七

O
)
五
月
六
日
僚
の
戸
部
尚
書

曾
懐
の
上
言
を
み
る
と
、
諸
路
郡
懸
で
は
流
民
の
諦
業
し
た
者
、
逃
田
を
請
佃
し
た
者
に
劃
し
て
税
租
を
起
徴
し
な
が
ら
、
な
お
且
つ
中
央
政

府
に
は
逃
閣
と
し
て
報
告
し
て
お
り
、
そ
の
矯
め
に
数
千
高
の
財
賦
を
中
央
に
拘
放
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
と
述
べ
て
、
逃
田
の
検
開
放
を
巌
し

く
す
る
よ
う
に
建
策
し

令
諸
路
州
勝
守
令
。
限
南
月
。
逐
項
開
具
逃
亡
産
業
・
坐
落
村
郷
弁
畝
歩
・
四
至
。

業
。
知
通
令
丞
簿
尉
具
結
罪
。
保
明
詣
貫
申
省
部
。
不
時
委
官
前
去
審
賞
。

と
説
い
て
お
り
、
ま
た
朱
文
公
文
集
別
集
(
旭
)
動
諭
栓
時
請
地
種
褒
携
は
、
淳
照
六
年
〈
一
一
七
九
〉
九
月
に
係
る
も
の
で
あ
る
が
、

戸
に
空
闘
の
官
地
を
請
佃
し
て
褒
を
種
え
凶
作
の
補
い
と
す
る
よ
う
に
す
す
め
て

係
自
何
年
月
人
戸
逃
亡
及
見
今
有
無
人
戸
租
種
管

百
姓
人
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其
有
無
地
可
耕
之
人
。
及
有
力
多
而
地
少
者
。
具
出
字
続
四
至
畝
角
。
経
鯨
陳
紋
布
種
。

料
。
権
給
一
年
。
其
有
情
願
永
遠
請
佃
之
人
。
亦
仰
分
明
婆
説
。
即
興
給
嬢
管
業
。
特
菟
五
年
税
料
。

と
務
示
し
て
い
る
。
著
業
(
着
業
〉
も
同
様
に
使
わ
れ
る
。
宋
曾
要
官
国
雑
録
・
淳
照
元
年
(
一
一
七
四
)
六
月
十
八
日
僚
に
、
臣
僚
が
官
回

仰
自
踏
逐
空
閑
官
地
。

首
輿
剣
朕
執
照
。
菟

出
貰
策
を
批
剣
し
て

今
不
若
。
且
令
元
佃
之
家
著
業
納
租
。

一
歳
之
問
。
猶
可
得
米
数
十
高
石
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
業
は
何
れ
も
租
佃
田
を
指
し
て
い
る
。
先
に
管
業
団
の
特
徴
と
し
て
奉
げ
ら
れ
て
い
た
「
永
業
」
が
こ
の
種
の
業

に
嘗
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
負
業
管
業
著
業
と
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
ζ

で
想
起
す
べ
き
こ
と
は
管
業
田
の
第
四
の
特
徴
、
即
ち
こ
れ
ら
の
田

9 

が
州
豚
の
簿
籍
に
名
数
を
著
け
ら
れ
、
百
税
と
一
括
し
て
租
米
を
徴
放
さ
れ
、
交
佃
承
佃
の
際
は
懸
司
の
印
契
を
買
い
牙
税
を
納
め
て
「
入
戸
」
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の
手
績
を
取
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

一
般
に
百
姓
の
資
産
(
巌
密
に
云
え
ば
課
税
封
象
と
な
る
資
産
即
ち
税
産
税
業
〉
は
、
豚
司
の
戸
籍

に
登
記
さ
れ
て
い
た
。
戸
籍
は
産
業
簿
、
等
第
産
業
簿
、
丁
産
文
簿
、

丁
産
戸
籍
、
丁
産
等
第
簿
、
戸
口
等
第
簿
、
等
第
簿
、
物
力
簿
な
ど
と

呼
ば
れ
、
人
戸
の
丁
口
及
び
税
産
物
力
、
戸
等
を
記
し
て
い
た
。
等
第
と
云
う
の
は
こ
の
戸
等
を
指
す
。

戸
等
は
農
村
で
は
五
等
に
、
坊
郭
で

は
十
等
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
従
っ
て
農
村
の
戸
籍
は
五
等
丁
産
簿
、
五
等
版
簿
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
丁
産
等
第
簿
が
税
役
賦
課
の
最

も
基
本
と
な
る
蓋
帳
で
、

こ
の
ほ
か
雨
税
の
徴
放
の
た
め
に
は
夏
税
簿
秋
税
簿
が
作
ら
れ
、
ま
た
必
要
に
鷹
じ
て
種
々
の
帳
簿
が
作
ら
れ
て

い

た
。
そ
し
て
等
第
簿
或
は
夏
秋
税
租
簿
に
登
記
さ
れ
た
民
の
資
産
に
は
戸
帖
が
護
給
さ
れ
、
ま
た
逆
に
戸
帖
を
輿
え
ら
れ
た
資
産
は
組
ベ
て
産

業
簿
夏
秋
税
租
簿
に
戸
名
を
立
て
て
登
記
さ
れ
、
こ
の
手
績
き
に
よ
っ
て
民
の
所
有
権
が
保
護
さ
れ
同
時
に
税
役
の
負
携
が
生
じ
て
い
た
の
で

あ
る
が
、
管
業
田
が
こ
れ
と
同
様
の
措
置
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
推
測
出
来
る
だ
ろ
う
。
前
掲
宣
和
元
年
の
農
田
所
の
奏
に
戸
帖
瑳
給
の

五
代
曾
要
(
国
一
)
戸
部
・
周
贋
札
一
一J
年

(九
五
二
〉
正
月
の
戸
部
営
団
を
駿

こ
と
が
述
べ

ら
れ
て
い
た
が
、
今

一
つ
参
照
文
献
を
挙
げ
る
と、

臨
諸
慮
戸
部
笹
田
人
戸
租
税
課
利
。

中
抵
管
戸
部
営
団
嘗
徴
課
額
。

除
京
兆
府
荘
宅
務

・
贈
軍
園
椎
監
人
戸

・
雨
京
行
従
荘
外
。

其
品
開
並
割
麗
州
勝
。
所
徴
租
税
課
利
官

一
一
際
有
客
戸
元
佃
係
省
荘
田
桑
土
舎
字
。
使
令
充
魚
、
永
業
。
自
立
戸
名
。

。
@

鯨
司
給
興
愚
由
。
の
放
戸
下
三
年
差
遣
。
若
不
願
立
戸
名
。
許
召
主
卸
佃
。
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し
た
と
き
の
措
置
に

其
戸
部
経由
田
職
員
一
切
停
底
。

侃
具
元
佃
桑
土
・
舎
字
・
牛
目
六
・
動
用
寅
数
。

不
得
有
失
元
額
租
謀
。

経
鯨
陳
獄
。

と
あ
り
、
元
額
の
租
課
を
存
し
た
ま
ま
笹
田
務
よ
り
州
豚
に
荘
田
を
割
属
し
、
元
佃
戸
の
戸
名
を
立
て
て
桑
土
舎
字
等
を
登
記
さ
せ
、
永
業
と

矯
す
の
を
許
し
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
措
置
を
念
頭
に
於
い
て
以
下
の
文
献
を
見
る
と
、
震
業
の
意
味
も
自
然
に
明
ら
か
と
な
る
。
ま
ず

宋
曾
要
官
回
雑
録
嘉
定
十
二
年
(
二
二
九
〉
正
月
十
七
日
僚
に

裁
自
慶
元
元
年
以
後
麿
諸
路
州
軍
拘
籍
逃
絶
在
官
田
産
。
(
酔
)
許
人
照
佑
債
承
買
。
紐
立
苗
税
。
ん
レ
-F舟
レ
襲
。

と
あ
る
が
、
こ
の
入
戸
魚
業
は
陸
九
淵
の
云
う
「
資
陪
入
戸
」
「
入
戸
有
資
陪
之
債
、
著
令
有
資
階
之
文
」
に
照
臨
し
、

ま
た
清
明
集
・
戸
婚



門
争
業
類
「
漕
司
、
遺
許
裕
徳
等
字
国
事
」
に

許
奉
。
居
安
慶
府
之
懐
寧
。
紹
興
三
十
二
年
貫
λ
金
立
回
業
一
段
。
其
後
許
知
寅
震
主
。
知
貧
死
。
其
子
許
園
纏
之
矯
許
奉
後
。
員
偽
賓

未
可
知
。
(
酔
)
但
許
奉
元
来
ん
再
か
勢
却
係
許
圏
整
事
。

と
あ
る
入
戸
赤
契
に
照
躍
す
る
表
現
で
あ
る
。
入
戸
の
意
味
は
、
宋
舎
要
食
貨
(
仇
)
賦
税
雑
録
・
紹
興
二
十
八
年
(
二
五
八
)
二
月
二
十
八

日
僚
に
、
知
聞
州
蘇
欽
が
、
牒
司
よ
り
税
戸
に
護
給
す
る
納
税
通
知
書
(
愚
由
)
に
は
嘗
該
年
度
の
課
税
封
象
資
産
の
異
動
増
減
を
明
示
し
、

例
え
ば
「
或
牧
買
・
典
到
某
郷
某
人
某
地
名
田
土
。
税
銭
若
干
。
或
典
貰
出
本
戸
某
地
名
田
土
。
税
銭
或
秋
税
物
餅
若
干
。
入
某
人
戸
下
。
見

今
戸
下
賓
計
税
銭
或
物
刷
用
若
干
。
云
々
」
と
記
す
よ
う
に
し
て
欲
し
い
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
即
ち
入
戸
矯
業
が
、
田

産
を
戸
籍
上
の
名
下
に
記
入
し
、
こ
の
手
績
き
に
よ
っ
て
嘗
該
国
産
を
本
戸
の
業
と
な
し
課
税
の
針
象
と
す
る
こ
と
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
入
戸
魚
業
が
こ
う
し
た
事
態
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
著
業
も
白
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
三
朝
北
盟
舎
編
(
当
一
一
)
紹
興
三
十
一
年
十
月
八
日

の
金
世
宗
即
位
改
元
の
赦
文
の
一
項
に

嬢
自
逃
死
紹
戸
名
下
所
レ
著
大
小
差
援
弁
租
税
。
限
赦
到
。
弁
行
除
放
。

と
あ
る
が
、
著
業
は
業
と
し
て
戸
名
下
に
裂
す
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
管
業
は
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉
で
、
例
え
ば
蓑
氏
世
範
(玲
)治
家
・

田
産
宜
早
印
契
割
移
に
、
不
動
産
取
引
の
際
の
注
意
を
興
え
て

己
成
契
後
必
即
投
印
。
慮
有
交
易
在
後
而
投
印
在
前
者
。
己
印
契
後
必
剖
離
業
。
慮
有
交
易
在
後
而
管
業
在
前
者
。
己
離
業
後
必
即
割

税
。
慮
因
循
不
割
税
而
潟
人
告
論
以
致
拘
浪
者
。

と
述
べ
、
離
業
と
管
業
と
を
封
置
し
、
ま
た
清
明
集
・
手
業
類
「
姪
偲
立
叔
契
昏
頼
回
業
」
に

(
買
)
性
甫
之
田
典
興
文
虎
者
賓
慶
之
乙
酉
也
。
彼
時
文
虎
向
幼
。
勉
仲
向
存
。
不
印
契
・
不
割
税

・
不
牧
租
・
不
管
業
。
果
何
所
利
而

交
易
。
云
々
。

11 

と
あ
り
、
ま
た
同
書
取
購
類
「
妄
執
親
都
」
に
、
陳
子
高
が
陳
定
信
に
嘗
て
貰
興
し
た
回
を
買
戻
そ
う
と

L
て、

一
百
二
十
貫
の
官
舎
を
支
梯

-11ー



12 

ぃ
、
な
お
ま
だ
一
百
八
十
貫
を
未
挑
い
の
ま
ま
残
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ

定
倫
未
得
銭
。
子
高
亦
未
嘗
管
業
。
今
己
愚
此
契
立
戸
頭
失
。
云
々
。

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
管
業
も
無
論
負
業
著
業
と
同
じ
意
味
の
言
葉
で
あ

っ
た
筈
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、
右
に
一
が
さ
れ
た
離
業
と
管
業
、

管
業
と
立
戸
と
の
闘
係
や
、
ま
た
清
明
集
・
墳
墓
「
禁
歩
地
内
如
非
己
業
只
不
得
再
安
墳
墓
起
造
墾
種
聴
従
其
便
」
に
、
察
友
寧
が
李
二
姑
よ

り
陸
地
を
買

っ
た
と
こ
ろ
五
年
後
に
そ
の
地
鄭
に
墳
墓
を
持
つ
兄
弟
の
李
細
五
が
執
闘
を
訴
え
た
と
云
う
事
件
に
封
す
る
判
決
を
記
し
て

如
李
細
五
入
詞
在
印
契
三
年
之
内
。
合
勤
察
友
窓
T

交
銭
退
業
。
如
入
詞
在
三
年
印
契
之
外
。
合
聴
察
友
密
7

何
奮
管
業
。

@
 

「
戸
下
元
管
の
家
業
銭
三
百
貫
L

と
か
、

「
籍
管
税
銭
四
百
除
千

・

と
あ
り
、
退
業
と
管
業
と
を
封
稀
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

@
 

米
二
千
五
百
創

・
同
居
七
百
口
」
と
か
云

っ
た
表
現
が
あ
る
が
、
こ
の
管
は
元
管

・
奮
管

・
見
管
な
と
と
云
う
簿
記
曾
計
上
の
用
語
で
あ
り
、

管
業
は

「
業
に
管
す
」
と
で
も
訓
む
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
魚
、
氷
業

・
負
業
・
管
業

・
著
業
何
れ
も
、
嘗
該
佃
田
を
本
戸
の
業
(
物

力
・

被
課
税
資
産
)
と
し
て
登
記
す
る
こ
と
を
指
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
宋
舎
要
食
貨
(ヨ
)管
困
難
録

・
紹
興
六
年

(
二

三
六
〉
十
月
十
日
篠
を
見
る
と
、
江
南
東
西
路
及
び
鎖
江
府
管
下
の
閑
田
を
根
括
し
て
租
佃
者
を
募
る
こ
と
に
し
て

@

。

(
租
課
額
省
略
)
召
人
耕
種
。
其
後
如
有
欠
租
。
不
許
人
刻
佃
。
何
先
理
充
本
戸
家
産
。
所
貴
優
潤
人
戸
。
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比
民
間
践
例
只
立
租
課
。

と
指
示
し
て
い
る
。
こ
の
理
充
本
戸
家
産
は
決
し
て
完
全
な
表
現
と
は
思
え
な
い
が
、
上
述
の
事
態
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
そ
の
肥
時
併
を
計
り
、

そ
の

@
 

色
競
(
阪
原

・
卒
津

・
赤
後
・
黒
墳
な
ど
の
地
土
の
色
披
)
を
定
め
、
分
ち
て
五
等
と
信
用
し
、
地
の
等
を
以
っ
て
税
数
を
均
定
す
る
」
両
税
が

@
 

あ
り
、
ま
た
「
人
戸
田
産
税
銭
上
に
於
い
て
、
等
第
に
依
り
役
に
差
す
」
差
役
、
或
は
「
そ
の
民
の
家
業
の
多
寡
を
舎
し
て
絹
銭
と
震
し
て
之

@
 

れ
を
率
る
」
兎
役
銭
、
或
は
「
凡
そ
中
都
歳
用
の
百
貨
は
、
三
司
が
庫
務
の
所
積
の
豊
約
を
覗
て
そ
の
数
を
諸
路
に
下
し
、
諸
路
は
風
土
の
所

@
 

宜
及
び
民
産
の
厚
薄
を
度
り
て
率
買
し
、
こ
れ
を
科
率
と
調
う
。
諸
路
の
用
度
の
素
よ
り
蓄
う
る
に
非
ざ
る
者
も
亦
民
に
科
卒
す
」
と
云
い
、

ま
た
「
快
西
の
民
の
差
配
の
苦
し
み
常
歳
に
数
倍
す
。
止
だ
邸
州
、
が
賂
駐

・
騒
駿

・
牛
羊
・

紅
花
・
紫
草

・
橋
瓦

・
鰍
轡
・
箭
鈎

・
白
髭
・
三

佃
田
が
佃
作
者
の
家
業
と
し
て
登
記
さ
れ
る
と
、

自
然
と
税
役
負
措
も
襲
っ
て
く
る
。
宋
代
の
税
役
法
で
は
、



@
 

事
子
・
羊
皮
姿
・
牛
皮
・
筋
角
・
弓
胎
之
類
を
買
う
が
如
き
は
、
宜
し
く
一
切
様
罷
す
べ
し
」
と
云
う
科
率
差
配
な
ど
の
負
措
が
あ
っ
た
が
、

佃
回
が
家
業
と
な
れ
ば
、
嘗
該
佃
回
の
租
課
の
ほ
か
に
家
業
に
見
合
う
絡
役
科
率
差
配
が
賦
課
さ
れ
る
に
到
る
の
は
嘗
然
で
あ
ろ
う
。
但
こ

の
こ
と
を
積
極
的
に
明
記
し
た
文
献
は
な
い
が
、
特
例
と
し
て
こ
れ
ら
の
負
措
を
菟
除
す
る
こ
と
を
記
し
た
文
献
は
時
折
散
見
し
て
い
る
。
例

え
ば
州
豚
官
の
職
回
の
佃
戸
に
就
い
て
、
宋
曾
要
職
官
(
江
)
職
田
・
威
一
件
二
年
(
九
九
九
)
七
月
僚
に

所
召
佃
戸
止
得
以
浮
客
充
。
仰
兎
郷
鯨
差
篠
。

と
あ
り
、
天
聖
七
年
(
一

O
二
九
)
七
月
僚
に

召
第
四
第
五
等
主
戸
或
客
戸
承
替
。
仰
州
鯨
常
切
存
価
。
腰
諸
雑
差
径
科
配
並
菟
放
。

と
あ
る
。
ま
た
長
編
(
矯
一
)
元
一
路
七
年
(
一

O
九
二
〉
十
月
丁
巳
篠
に
よ
る
と
、

快
西
路
樽
運
司
が
前
代
の
帝
王
の
陵
疲
洞
廟
の
看
守
の
た
め

毎
陵
寝
。
比
一
近
十
里
内
。
有
係
官
空
閑
地
土
可
修
慮
。
揮
丁
多
之
家
。
召
募
五
戸
。
毎
戸
給
田
一
頃
。
奥
菟
営
団
地
内
所
出
租
諜
及
本
鯨

骨
静
掛
去
勧
。
{
併
)
如
本
家
内
有
国
自
合
慮
役
者
。
即
不
菟
諸
般
差
役
。

と
措
置
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
佃
固
に
、
租
課
と
共
に
差
役
科
配
が
謀
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
推
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
ま
た
建
炎

以
来
敵
昨
年
要
録
(
時
一
一
一
)
紹
興
二
十
六
年
(
一
一
五
六
)
四
月
戊
子
十
七
日
僚
に
は

本
路
(
酬
北
)
諸
鯨
。
才
有
静
伽
之
人
。
未
得
食
新
。
例
抑
令
職
税
。
既
而
益
わ
乱
臣
即
。
無
名
之
征
取
之
紛
然
。

@
 

と
あ
る
が
、
夫
役
は
五
等
の
人
戸
よ
り
徴
設
す
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
の
失
役
が
租
佃
戸
に
賦
課
さ
れ
て
い
る
の
は
、
彼
等
の
佃
田

が
家
業
と
し
て
戸
等
許
債
の
針
象
資
産
に
な
っ
て
い
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
要
す
る
に
掲
永
業
・
鶏
業
・
管
業
・
著

業
と
は
、
そ
の
佃
回
が
州
豚
の
五
等
版
簿
面
に
於
け
る
租
佃
者
の
戸
名
下
に
家
業
(
家
産
)
と
し
て
登
記
さ
れ
、
租
課
の
ほ
か
に
家
業
に
見
合

@
 

う
笹
役
科
配
を
賦
課
さ
れ
る
事
態
を
指
し
た
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
。

13 

承

{回

E 
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次
に
承
佃
を
考
え
よ
う
。
承
佃
と
云
う
言
葉
は
殆
ど
無
数
と
云
っ
て
良
い
ほ
ど
に
宋
代
の
文
献
に
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
就
い
て
語

義
を
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
特
殊
な
限
定
的
意
味
が
あ
る
よ
う
な
無
い
よ
う
な
甚
だ
厄
介
な
朕
態
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
次
の
よ
う

な
用
例
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

ω
凡
逃
回
宜
即
召
人
骨
骨
。
使
人
不
敢
軽
去
(
報
調
加
随
一
明
叫
ん
ニ
)
。

干
「
宋
曾
要
食
貨
六
一
官
田
雑
J

。

伺
諸
州
荒
田
多
。
無
人
開
耕
。
間
有
承
佃
之
家
建
力
墾
闘
。
往
往
篤
人
告
吾
ム
録
・
乾
道
四
年
五
月
一
日
)

。
「
中
J

。
。
。

。

。
。
。
。
酢
「
建
炎
以
来
繋
年
要
録
一

竹
本
路
係
官
荒
田
共
四
十
T
八
高
齢
頃
(
略
)
乞
従
本
司
支
官
銭
修
築
間
後
(
阪
塘
)
。
募
人
開
耕
。
仰
許
百
姓
承
イ
(
八
四
紹
興
三
十
年
正
月

一
町
寅
)
。

卸
ち
判
例
の
承
佃
は
、
百
姓
人
戸
が
官
府
よ
り
田
を
承
け
て
佃
作
を
す
る
も
の
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
制
り
を
比
較
す
る
と
、
帥
刊
の
承
佃

は
ω
刊
の
募
人
開
耕
に
位
置
す
べ
き
言
葉
で
あ
る
。
従
っ
て
刊
の
承
佃
は
承
佃
開
耕
さ
れ
た
農
田
を
開
耕
者
か
ら
更
に
他
の
百
姓
へ
承
佃
す
る
こ

(
蒔
)

と
を
許
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
宋
代
の
文
献
を
見
る
と
、
「
相
承
佃
時
年
深
」
「
子
孫
相
承
佃
蒔
」
「
子
孫
相
承
租
佃
歳
久
」

と
云
っ
た
表
現
が
あ
り
、
ま
た
前
出
天
聖
七
年
七
月
の
職
回
佃
戸
の
制
度
に
「
如
無
力
佃
事
者
。
許
召
第
四
第
五
等
主
戸
或
客
戸
承
替
」
と

云
い
、
承
替
と
云
う
言
葉
が
見
え
る
。
料
の
承
佃
は
こ
の
相
承
租
佃
或
は
承
替
に
嘗
る
言
葉
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
言
葉
の
意
味
を
良

く
示
す
資
料
は
宋
禽
要
食
貨
(
イ
)
官
田
雑
録
・
紹
興
二
十
年
(
一
一
五

O
)
四
月
六
日
篠
の
戸
部
の
上
言
に

州
師
開
設
官
田
土
。
往
往
形
勢
之
家
互
相
剥
佃
。
今
欲
乞
。
更
不
許
人
承
佃
。
並
撰
蹄
常
卒
拘
枚
。
興
見
興
(
修
)
水
利
(
田
)
一
就
措
置

『
括
弧
内
は
要
録
γ

三
六
一
同
日
係
」

と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
州
勝
司
の
浪
官
回
土
の
剣
佃
を
禁
ず
る
た
め
に
承
佃
を
禁
じ
て
奮
制
ど
お
り
常
卒
司
に
蹄
麗
さ
せ
た
の
で
あ
る

が
、
常
一
や
司
蹄
一
勝
後
の
管
理
健
制
は
、
淳
照
三
山
志
(
噌
一
)
版
籍
類
二
官
在
国
に
よ
れ
ば

紹
興
二
十
年
。
以
浪
官
田
土
。
豪
右
倖
占
。
復
相
剣
佃
詞
訟
不
己
。
乃
拘
入
常
卒
。
不
許
人
承
佃
。
等
以
拘
入
国
土
募
人
佃
賃
。
依
民
間

定
租
畝
米
一
石
奥
減
二
分
。
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と
記
さ
れ
て
い
る
。
承
佃
と
募
人
佃
賃
と
の
遠
い
は
、
前
者
が
百
姓
相
互
間
に
於
い
て
相
承
(
承
替
)
佃
種
さ
れ
る
の
に
劉
し
、
後
者
が
租
課

@
 

瓶
酬
の
立
定
も
佃
人
の
移
動
も
官
可
の
直
接
管
理
下
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
も
の
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。
こ
の
種
の
承
佃
を
許
さ
れ
る
回

は
「
承
佃
回
」
と
し
て
特
に
「
承
佃
係
法
」
の
規
制
を
受
け
て
い
た
宋
舎
要
食
貨
(
一
一
一
)
農
回
雑
録
・
紹
興
三
十
一
年
(
一
一
六
一
〉
正
月
五
日

僚
に
、
軍
中
よ
り
棟
沙
さ
れ
た
使
臣
・
軍
員
に
支
給
す
る
衣
糧
請
給
が
莫
大
な
量
に
な
り
州
豚
の
財
政
を
苦
し
め
て
い
る
と
云
う
の
で
請
給
に

替
え
て
官
田
を
援
興
し
よ
う
と
云
う
案
が
出
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
一
節
に

(

申

冨

)

勝
本
州
寅
不
謹
贋
千
言
因
。
約
計
請
給
多
寡
。
援
団
畝
附
逐
人
矯
業
。
許
指
射
養
之
。
移
身
更
不
支
破
請
給
。
亦
不
更
注
授
差
遣
。
如
本

人
身
故
。
許
子
孫
接
績
承
佃
。
並
依
人
戸
承
佃
篠
法
。

と
見
え
て
い
る
。
ま
た
清
明
集
・
争
業
類
「
子
不
能
孝
養
父
母
、
而
依
棲
培
家
、
則
財
産
嘗
掃
之
靖
」
に

況
此
項
職
因
。
係
是
官
物
。
其
父
之
遺
嘱
。
其
母
之
献
詞
。
輿
官
司
之
公
接
及
累
政
太
守
之
剣
湿
。
皆
令
(
女
培
)
李
茂
先
承
佃
。

と
あ
り
、
佃
田
が
財
産
と
し
て
父
の
遣
嘱
や
母
の
朕
詞
に
よ
り
女
靖
に
承
佃
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
承
佃
篠
法
が
具
現

さ
れ
た
一
例
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
即
ち
管
業
田
の
特
徴
で
あ
る
承
佃
(
交
佃
)
と
は
、
租
佃
者
が
己
れ
の
意
士
山
に
従
っ
て
子
々
孫
々
に
停

ぇ
、
或
は
別
人
に
譲
渡
典
頁
l
但
し
法
規
上
の
表
現
は
交
佃
ー
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
恐
ら
く
こ
の
承
佃
の

取
扱
い
は
管
業
よ
り
涯
生
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
管
業
租
種
田
は
租
佃
者
の
業
と
し
て
州
鯨
戸
籍
に
税
田
と
と
も
に
登
記
さ
れ
、
こ
の
田
を
専

管
す
る
官
司
は
存
在
し
な
か
司
た
。
従
っ
て
何
等
か
の
事
情
に
よ
っ
て
百
姓
が
退
佃
を
希
望
す
る
と
き
は
、
百
姓
自
身
に
よ
っ
て
承
替
佃
蒔

者
を
撰
ば
せ
る
ほ
か
に
方
法
が
な
か
ア
た
の
で
あ
ろ
う
。
承
佃
の
そ
も
そ
も
の
護
端
は
こ
う
し
た
技
術
的
な
面
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
し
て
こ
の
承
佃
が
無
数
と
も
云
え
る
百
姓
相
互
間
で
行
な
わ
れ
る
の
を
正
確
に
把
握
す
る
に
は
、
そ
れ
相
躍
の
方
法
が
必
要
で
あ
っ
た

筈
で
る
る
が
、
そ
こ
で
適
用
さ
れ
た
の
が
立
契
登
録
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
こ
の
承
佃
の
際
に
責
陪
の
債
を
護
生
さ
せ
た
根
擦
は
別
に
検
討
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
。

15 

以
上
管
業
と
承
佃
と
を
検
討
し
た
が
、
こ
こ
ま
で
見
て
く
る
と
、
鶴
山
先
生
大
全
文
集
(
時
七
)
宋
故
籍
田
令
知
信
州
王
公
(
語
自
中
〉
墓
誌
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銘
に
、
淳
照
十
年
(
一
一
八
一
二
)
の
上
疏
と
し
て

今
雨
准
刑
裏
西
窃
三
遊
之
地
o

貯
む
骨
子
者
往
往
散
而
骨
骨
貯
。

(
榊
)
臣
請
言
之
。
回
答
回
。
日
力
問
。
日
屯
回
。

日
官
荘
。
日
荒
田
。

(

佃

)

。

。

。

。

脱9

日
逃
絶
戸
田
。
此
進
国
之
在
官
者
也
。
日
元
請
佃
因
。
日
承
佃
回
。
日
買
佃
因
。
目
白
陳
績
陳
因
。
此
進
国
之
在
民
(
者
)
也
。

と
あ
る
田
の
官
に
あ
る
者
と
民
に
在
る
者
と
の
匡
別
の
基
準
も
自
ら
見
賞
、
が
つ
く
だ
ろ
う
。
雨
者
は
何
れ
も
官
回
で
あ
り
、
荒
田
・
逃
絶
戸
田

或
は
屯
田
を
除
け
ば
何
れ
も
民
が
耕
作
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
市
も
こ
れ
が
在
官
・
在
民
の
二
種
に
分
け
ら
れ
た
基
準
は
、
管
業
の
有
無
に

在

っ
た
も
の
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。
ま
た
沼
忠
宣
公
全
集
(
四
一
)
司
空
康
園
韓
公
(
誇
絡
)
墓
誌
銘
に

信
州
官
荘
四
百
頃
。
以
街
前
四
十
人
。
偲
官
牛
以
耕
。
牛
死
職
粟
不
己
。
人
至
破
産
。
公
減
其
課
。
召
民
願
種
者
予
之
。

@
 

と
あ
る
が
、
こ
の
「
予
」
が
法
的
に
具
程
的
な
意
味
を
持
つ
措
置
、
王
自
中
に
よ
れ
ば
在
官
の
田
を
在
民
の
田
に
愛
え
る
措
置
で
あ
っ
た
こ
と

も
自
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

国

責
陪
と
工
本
銭

- 16ー

承
佃
田
は
交
佃
承
佃
の
際
に
資
陪
酬
債
を
行
な
う
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
資
陪
酬
債
の
封
象
は
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

」れ
が
国
債
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、

こ
の
回
が
官
田
で
あ
り
、

ま
た
田
の
「
移
援
」
が
正
し
く
は
交
佃
承
佃
と
呼
稽
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
明

ら
か
で
あ
る
。

国
債
以
外
に
資
陪
を
請
求
出
来
る
よ
う
な
何
物
か
が
佃
田
に
殺
生
し
て
い
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の

は
、
嘗
時
官
田
の
取
扱
い
に
就
い
て
、
屡
々
功
債
、
功
直
、
佃
人
功
力
、
功
力
銀
、
功
力
之
費
、

工
本
銭
、
開
耕
本
鏡
、
輿
修
工
本
之
費
の
補

償
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
す
こ
の
工
本
銭
功
債
の
問
題
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

管
見
の
限
り
で
、
功
憤
工
本
銭
が
文
献
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
唐
の
田
令
で
あ
る
。

地
方
官
の
交
替
が
農
作
季
に
行
な
わ
れ
た
場
合
、
職
回
公

騨
田
の
牧
穫
を
前
任
後
任
の
何
れ
の
官
に
興
う
べ
き
か
を
定
め
、
さ
ら
に

若
前
人
白
耕
未
種
。
後
人
酬
其
功
直
。
己
自
種
者
准
租
分
法
o

J

と
あ
句
、
前
任
者
が
回
を
起
耕
し
て
ま
だ
播
種
を
行
な

っ
て
い
な
い
と
き
は
後
任
の
者
よ
り
功
直
を
酬
還
す
る
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

ま
た
唐



律
疏
議
(
惜
一
一
)
雑
律
下
・
得
宿
蔵
物
の
「
諸
於
ニ
他
人
地
内
一
得
=
宿
穀
物
吋
隠
而
不
レ
迭
者
。

に
「
官
私
の
田
宅
を
借
り
た
人
が
更
に
別
人
に
佃
作
さ
せ
て
い
る
と
き
、
作
人
が
地
中
よ
り
宿
識
を
得
た
場
合
は
ど
う
す
る
か
」
と
云
う
も
の

が
あ
る
が
、
そ
の
答
は

計
二
合
レ
還
レ
主
之
分
吋
坐
賦
論
減
三
等
」
の
設
問

議
在
地
中
。
非
可
預
見
。
其
借
得
官
田
宅
者
。
以
見
住
見
佃
人
魚
主
。
若
作
人
及
耕
愁
人
得
者
。
合
興
ニ
佃
住
之
主
一
中
分
。
其
私
田
宅
各

有
本
主
。
借
者
不
施
功
力
市
作
人
得
者
。
合
興
本
主
中
分
。
借
得
之
人
既
非
本
主
。
叉
不
施
功
。
不
合
得
分
。

と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
考
え
は
工
本
鎮
の
概
念
を
成
立
さ
せ
て
ゆ
く
端
緒
に
な
っ
た
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。

戸
・
願
徳
二
年
(
九
五
四
〉
正
月
二
十
五
日
勅
に
な
る
と

降
っ
て
五
代
舎
要
(
鴎
一
一
)
逃

17 

腹
自
前
及
今
後
有
逃
戸
荘
因
。
許
人
請
射
承
佃
。
供
納
租
税
。
如
三
周
年
内
木
戸
来
婦
業
者
。
其
桑
土
不
以
荒
熱
弁
荘
回
交
還
一
宇
。
五

周
年
内
蹄
業
者
。
三
分
交
還
一
分
。
雁
己
上
承
佃
戸
如
是
白
出
力
別
蓋
造
到
屋
舎
及
栽
種
到
樹
本
園
園
。
並
不
在
交
還
之
限
。
如
是
五
周

(
割
)

年
外
蹄
回
者
。
妊
回
除
本
戸
墳
壁
外
。
不
在
変
附
。
如
有
荒
療
桑
土
承
佃
戸
自
来
無
力
佃
蒔
。
祇
仰
交
各
輿
掃
業
人
戸
佃
蒔
。
(
下
略
〉

と
あ
り
、
「
逃
戸
の
荘
回
を
別
人
が
承
佃
し
た
後
で
本
主
が
開
業
し
た
場
合
、
そ
の
婦
業
が
承
佃
後
三
周
年
以
内
で
あ
れ
ば
荒
熟
に
限
ら
ず
一

宇
を
返
還
す
る
。
五
年
以
内
で
あ
れ
ば
三
分
の
一
を
返
還
す
る
。
但
し
こ
の
二
つ
の
場
合
、
承
佃
戸
が
自
ら
の
第
働
に
よ
っ
て
新
た
に
蓋
造
し

た
屋
舎
、
栽
種
し
た
樹
木
園
圃
は
返
還
し
な
い
。
五
周
年
外
で
あ
れ
ば
本
主
の
墳
埜
を
除
い
て
一
切
返
還
し
な
い
が
、
但
し
承
佃
戸
が
功
力
を

施
さ
な
か
っ
た
荒
鷹
田
土
が
あ
れ
ば
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
明
ら
か
に
承
佃
者
の
第
働
を
傘
重
す
る
思
想
が
働
い

て
い
る
の
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
降

っ
て
宋
舎
一安食品
貝
(
吠
)
検
回
雑
録
・
照
寧
二
年
(
一

O
六
九
)
六
月
十
二
日
僚
に
な
る
と

詔
定
。
諸
請
買
荒
腰
地
土
。
己
経
開
墾
井
増
修
池
塘
堤
岸
之
類
。
却
有
諸
般
詞
訟
但
合
断
開
後
人
者
。
並
官
矯
検
計
用
過
功
債
。
酬
還
前

人
。
其
培
蓋
舎
屋
栽
種
竹
木
之
類
亦
償
其
値
。
願
折
伐
者
聴
。

お

よ

す

で

と
あ
り
、
「
諸
そ
荒
躍
の
地
土
を
請
買
(
請
田
牧
買
?
)
し
己
経
に
開
墾
し
ま
た
地
塘
堤
岸
の
類
を
培
修
し
た
後
に
、
諸
般
の
調
訟
が
出
て
訴

み
つ
も
り

人
に
諦
屡
さ
せ
る
と
き
は
、
官
司
が
こ
れ
ま
で
に
費
さ
れ
た
功
債
を
検
計
し
て
訴
人
よ
り
請
買
者
に
酬
還
さ
せ
る
。
増
築
さ
れ
た
屋
舎
や
栽
種

~ 17ー
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ゆ
る

さ
れ
た
竹
木
の
類
に
就
い
て
も
償
い
を
さ
せ
る
。
撤
去
伐
採
を
願
い
出
る
者
は
聴
す
」
と
云
う
文
面
の
法
令
に
整
え
ら
れ
て
い
る
。
注
意
す
ベ

き
黙
の
一
つ
は
「
詔
し
て
定
む
」
と
云
う
一
句
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
法
文
が
蓄
法
を
看
詳
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
今
一
つ
の
貼
は
顕
徳
二
年
教
が
逃
戸
の
荘
田
を
請
射
承
佃
す
る
者
に
劃
す
る
措
置
と
し
て
公
示
さ
れ
て
い
る
の
に
劃
し
て
、
こ
の
詔
が
針

象
を
限
定
せ
ず
、
荒
贋
地
土
一
般
を
請
買
す
る
者
が
諸
般
の
調
訟
に
よ
り
請
買
田
土
を
放
棄
す
る
場
合
の
措
置
と
し
て
い
る
黙
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
こ
の
法
令
の
適
用
範
圏
を
考
え
る
際
に
留
意
す
べ
き
も
の
と
な
る
。
宋
禽
要
食
貨
(
訟
)
農
回
雑
録
・
天
聖
入
年
(
一

O
三
O
)
十
二
月

僚
に
、
坊
州
の
百
姓
馬
固
が
馬
延
順
の
回
を
六
貫
で
典
得
し
て
木
三
百
根
を
添
栽
し
、
「
牧
購
の
時
は
毎
根
三
十
銭
と
し
て
評
債
す
る
」
と
云

う
元
契
の
文
言
に
よ
っ
て
補
償
金
を
取
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
問
題
と
な
り
、
こ
れ
を
許
せ
ば
貧
民
の
牧
購
が
厄
塞
さ
れ
る
と
云
う
こ
と
で

年
満
牧
朋
之
時
。
商
家
商
量
。
要
町
交
還
債
直
。
不
要
取
便
研
伐
。
業
主
不
得
占
菩
。

と
定
め
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
功
直
償
還
問
題
が
民
間
日
常
の
不
動
産
取
引
に
於
い
て
も
護
生
し
て
い
た
こ
と
を
見
落
し
て
は
な

工
本
銭
償
還
に
関
す
る
法
規
は
、
こ
の
照
寧
二
年
敷
以
後
文
献
に
停
え
ら
れ
な
い
が
、
照
寧
敷
が
踏
襲
さ
れ
て
い
た
跡
は
確
認
す
る
こ
と
が

- 18ー

ら
ぬ
だ
ろ
う
。

出
来
る
。
そ
れ
は
専
ら
宮
田
に
於
い
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
先
、
ず
照
寧
五
年
五
月
十
八
日
人
戸
が
耕
占
し
て
い
る
古
迩
肢
塘
の
地
を
原
献
に

復
鯖
さ
せ
る
よ
う
指
示
し
た
詔
で
は
、
阪
塘
地
土
が
組
業
に
係
一る
場
合
は
債
銭
を
支
梯

っ
て
官
府
に
買
取
り
、
請
佃
に
係
る
も
の
で
「
施
功
開

@
 

墾
し
て
お
れ
ば
功
直
を
量
給
す
る
」
よ
う
に
し
て
お
り
、
ま
た
官
田
の
一
斉
出
賓
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
政
和
元
年
(
一
一
一
一
)
十
月
十
日

に
は
、
官
府
の
白
地
を
承
佃
し
た
後
に
桑
裂
菓
木
の
類
を
栽
種
し
た
者
の
措
置
が
相
州
で
問
題
と
な
り
、

あ

わ

み

つ

も

り

並
せ
て
地
段
を
佑
債
出
貰
し
」

「
合
に
佃
人
に
酬
ゆ
ベ
き
功
力
と

「
出
賓
が
了
嘗
す
る
を
候
っ
て
木
植
銭
(
佃
人
功
力
〉
を
給
還
す
る
」
こ
と
に
し
て
い
ら
ま
た
長
編
(
旭
恒
)

元
一
両
二
年
(
一

O
八
七
)
三
月
末
尾
候
に
は
、
蘇
献
の
買
回
募
役
法
に
劃
す
る
監
察
御
史
上
官
均
の
上
奏
と
し
て

人
戸
所
謂
官
因
。
近
或
五
七
年
。
遠
或
数
十
年
。
其
間
有
墾
荒
糞
痔
費
用
財
力
。
耕
治
既
熱
一
旦
奪
之
。
有
傷
人
情
。
此
不
可
行
五
也
。

と
あ
る
が
、
功
本
銭
に
制
到
す
る
評
債
が
社
曾
的
に
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
知
-ら
れ
る
。
南
宋
時
代
に
な
る
と
、
宋
金
戦
争
に
よ
っ
て
大
量
の
流



民
が
瑳
生
し
バ
不
耕
の
回
千
里
相
望
む
と
云
告
朕
態
を
出
現
し
た
た
め
、
こ
れ
を
復
興
し
よ
う
と
し
て
逃
棄
回
の
請
佃
が
奨
勘
さ
れ
、
同
時
に

ま
た
元
業
主
が
蹄
郷
し
た
場
合
の
措
置
が
問
題
に
な
っ
た
が
、
紹
興
五
年
(
一
二
ニ
五
〉
三
月
二
十
八
日
の
准
南
逃
回
に
封
す
る
措
置
で
は

如
是
五
年
内
開
業
。
即
許
佃
人
董
時
交
還
。
不
得
執
占
。
己
種
者
候
秋
成
了
給
還
。

E
施
功
者
題
懇
腕
量
出
功
力
銭
還
佃
人
。

と
定
め
て
い
る
。
こ
の
功
力
銭
が
ど
の
程
度
の
銭
額
に
見
積
ら
れ
て
い
た
か
に
就
い
て
は
、
一
つ
だ
け
鎮
江
府
都
統
制
管
下
の
軍
荘
田
に
闘
す

る
記
録
が
あ
る
。
こ
の
妊
回
は
紹
興
十
九
年
六
月
二
十
四
日
の
雨
新
提
領
営
団
官
曹
泳
の
建
策
に
よ
り
、
本
府
管
内
の
天
荒
逃
絶
田
二
十
二
高

二
千
八
百
除
頃
を
根
括
し
て
創
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
荘
回
、
が
開
墾
熟
成
さ
れ
た
頃
、
州
鯨
に
計
蝿
し
て
こ
の
田
を
取
戻
そ
う
と
す
る
業

主
達
が
出
現
し
始
め
た
た
め
、
迭
に
紹
興
二
十
三
年
(
一
一
五
三
)
三
月
十
八
日
、
鎖
江
府
都
統
制
劉
賓
が

「
要
録
作
関
J

相
度
到
人
戸
識
認
軍
荘
管
因
。
欲
令
償
納
自
開
耕
以
後
三
年
毎
畝
用
過
工
木
銭
(
耕
工
本
銭
)
五
貫
五
百
文
足
。
給
還
元
因
。

⑧
 

と
上
奏
し
、
こ
れ
が
九
月
十
二
日
諸
路
州
軍
の
笹
田
に
も
適
用
さ
れ
て
い
る
。
人
戸
の
妄
訴
を
抑
え
る
た
め
若
干
高
自
に
評
債
さ
れ
て
い
た
か

も
知
れ
な
い
が
、
具
盤
的
に
銭
額
が
記
さ
れ
て
い
て
貴
重
で
あ
る
。
普
通
の
場
合
で
は
、
田
慣
に
劃
す
る
分
率
で
一
示
さ
れ
て
い
た
。
南
宋
期
に

は
官
回
が
豪
民
形
勢
戸
に
佃
作
さ
れ
て
租
課
の
牧
納
が
困
難
と
な

っ
た
た
め
、
屡
々
官
回
の
出
買
を
試
み
て
い
た
が
、
こ
の
出
買
の
際
は
、
も

し
見
佃
戸
が
田
を
承
買
す
れ
ば
国
債
を
二
分
或
は
三
分
減
じ
、
承
買
し
な
い
場
合
は
田
債
の
二
分
或
は
三
分
を
佃
戸
に
償
還
し
て
い
た
。
紹
興
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二
十
九
年
(
一
一
五
九
)
五
月
一
日
の
戸
部
の
言
に

「
F
〆

〔
状
〕

一
隅
建
沙
泥
因
。

{貯
)
己
承
朝
旨
。
召
入
賞
封
投
杖
承
買
。
援
三
分
銭
興
元
佃
人
戸
。
充
還
輿
修
工
本
之
費
。

と
あ
る
の
は
三
分
に
見
積

っ
た
例
で
あ
り
、
同
年
七
月
五
日
の
戸
部
提
領
官
田
所
の
上
言
に

若
見
佃
人
先
佃
荒
因
。
曾
用
工
開
墾
。
以
二
分
債
銭
還
工
力
之
費
。
如
元
田
熟
因
。
不
在
給
二
分
之
数
。

@
 

と
あ
る
の
は
二
分
に
見
た
例
で
あ
る
。
園
田
坪
田
等
の
水
利
回
の
工
本
は
梢古向
く
評
債
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
宮
田
所
の
奏
で

19 

は
、
熱
田
を
請
佃
し
た
も
の
に
は
二
分
の
債
銭
は
償
、
蓮
し
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
工
本
の
性
格
か
ら
見
て
嘗
然
の
措
置
で
あ
ろ

う
J

以
上
工
本
銭
に
就
い
て
知
り
得
た
と
こ
ろ
を
摘
記
す
る
と
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(イ)

工
本
銭
と
は
、
佃
戸
が
佃
田
の
耕
墾
熟
成
、
墾
荒
糞
帯
、
池
塘
堤
岸
の
輿
修
、
及
び
屋
合
の
起
蓋
、
桑
棄
菓
木
等
の
栽
種
に
投
入
し
た

資
本
務
働
を
検
計
し
て
、
こ
れ
を
銭
額
に
見
積

っ
た
も
の
で
あ
る
。

(ロ)

そ
れ
故
に
工
本
銭
は
、
首
該
佃
回
が
元
請
佃
の
時
貼
に
於
い
て
荒
慶
し
た
朕
態
に
あ

っ
た
場
合
、
即
ち
天
荒
田
、
逃
絶
棄
耕
の
荒
田
、

及
び
沙
泥
を
請
佃
し
て
造
成
さ
れ
た
田
に
就
い
て
評
債
さ
れ
る
。

十す

工
本
銭
の
債
格
は
大
率
国
債
の
二
分
或
は
三
分
に
相
嘗
す
る
も
の
と
見
ら
れ、

一
例
で
は
毎
畝
五
貫
五
百
文
足
に
達
し
て
い
た
。

(ニ)

こ
の
工
本
銭
に
劃
す
る
法
の
保
護
は
五
代
に
始
ま
り
、
回
一
寧
二
年
(
一

O
六
九
〉
に
は
略
完
全
な
法
令
と
な
っ
て
お
り
、
何
等
か
の
理

由
に
よ

っ
て
佃
戸
が
佃
田
を
失
う
と
き
は
、

工
本
銭
が
償
還
さ
れ
て
い
た
。

と
な
る
。

そ
こ
で
責
陪
と
工
本
銭
と
の
開
係
を
見
る
と
、
先
ず
租
種
管
業
が
蓄
牧
地
、
遠
年
の
逃
回
、
天
荒
田
、
草
萄
斐
蕩
、
湖
機
、
退
灘
沙
塗
な
ど

の
請
佃
田
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、

上
記
の
伺
に
該
嘗
し
て
い
た
こ
と
に
気
附
く
。
資
陪
酬
債
の
針
象
が
佃
戸
工
本
銭
で
あ
っ
た
こ
と
は
最
早
明
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由
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
官
田
は
請
佃
者
が
白
か
ら
の
資
本
と
労
働
と
を
以

っ
て
造
成
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
駿
監
牧
地
の
吠
態
は
、
皇
一
茄
元

年

(一

O
四
九
〉
に
係
る
と
見
ら
れ
る
包
孝
粛
公
奏
議
(時
)請
枝
川
浩
州
牧
馬
一地
給
興
人
戸
依
奮
耕
佃
第
一
章
に

(
邪
洛
越
)
三
州
共
約
退
下
草
地
七
千
五
百
除
頃
。
往
歳
官
司
遂
令
百
姓
請
射
。

出
租
課
佃
蒔
。
時
年
深
遠
。
耕
矯
熟
因
。
就
種
巳
成
園

件
。
及
作
父
租
郎
一
埜
ο

其
佃
戸
共
九
千
三
百
四
十
除
戸
。
(酔
)
昨
準
群
牧
司
指
揮
。
令
逐
州
作
二
年
輩
起
遁
佃
戸
。

却
牧
其
地
入
官
。
今

年
限
満
。
人
戸
不
肯
起
移
。

と
あ
る
の
を
参
考
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
結
局
こ
の
牧
地
の
佃
戸
は
誰
一
人
起
遣
に
従
わ
ず
奮
ど
お
り
佃
作
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て

@
 

い
る
が
、
こ
う
し
た
佃
戸
の
反
抗
闘
争
は
工
本
銭
の
法
を
搬
大
波
及
さ
せ
て
ゆ
く
力
に
な
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
農
回
に
射
す
る
投
資

は
、
特
に
低
潟
地
に
開
拓
さ
れ
た
「
額
外
産
土
」
即
ち
新
田
の
場
合
に
大
き
く
な
っ
て
い
た
。
新
田
開
設
の
動
き
は
五
代
の
と
き
に
太
卒
州
蕪

@
 

湖
鯨
の
土
豪
秦
氏
が
巨
大
な
呼
田
を
築
い
て
い
た
よ
う
に
早
く
か
ら
徴
候
が
見
え
て
い
る
が
、
北
宋
前
期
は
概
し
て
小
規
模
な
泉
市
八
、
溝
渠
、



漠
湖
、
阪
塘
の
農
固
化
が
す
す
み
、
，
次
第
に
大
規
模
な
干
拓
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
照
寧
七
年
三

O

@
 

七
四
〉
四
月
八
日
に
は
沈
括
が
雨
漸
阪
湖
の
課
利
を
以
っ
て
温
台
明
州
以
東
の
海
灘
塗
地
を
開
拓
す
る
計
重
を
土
一
奏
し
、
是
歳
十
二
月
辛
卯
二

十
二
日
迄
に
こ
の
地
方
の
沙
塗
回
千
一
百
齢
噴
が
根
括
さ
れ
、
ま
た
元
一
肺
六
年
八
月
戊
申
に
は
皇
太
妃
の
親
戚
が
開
封
府
中
牟
瞬
の
破
水
地
七

十
能
頃
を
請
佃
す
る
ほ
ど
に
事
態
が
進
ん
で
い
旬
。
こ
の
開
設
は
無
論
請
佃
者
自
身
の
資
本
で
行
な
わ
れ
る
。
宋
曾
要
食
貨
(
吠
)
水
利
警
部
・

嘉
蹄
五
年
(
一

O
六
O
〉
七
月
二
十
四
日
僚
に
、
睦
州
桐
腫
鯨
の
上
奏
と
し
て

民
間
有
古
漢
澗
・
溝
渠
・
泉
源
。
接
連
山
江
。
多
被
富
豪
之
家
漸
次
施
工
填
築
。
作
田
耕
種
。

と
あ
り
、
ま
た
治
卒
三
年
(
一

O
六
六
〉
十
一
月
篠
の
都
水
監
の
上
言
に

勘
曾
諸
慮
阪
揮
。
本
是
停
蓄
水
演
。
近
年
京
畿
諸
路
州
鯨
。
例
多
水
患
。
詳
究
其
因
。
蓋
箆
豪
勢
人
戸
。
耕
翠
高
阜
慮
。
土
木
侵
昼
阪
淳

之
地
。
震
回
於
其
問
。
云
々
。

と
あ
る
の
は
、
豪
富
の
家
が
自
家
の
資
本
で
溜
池
を
潰
し
農
回
に
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
王
安
石
執
政
の
時
代
に
な
る
と
、
照

寧
二
年
(
一

O
六
九
)
十
一
月
十
三
日
、
農
回
水
利
保
約
が
定
め
ら
れ
、
こ
う
し
た
開
設
事
業
が
政
府
の
強
い
規
制
下
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
が
円
矢
張
り
資
本
は
民
間
の
負
捲
と
な

っ
て
い
た
。
宋
禽
要
食
貨
(
訴
)
農
回
雑
録
に
惇
え
る
水
利
倹
約
の
一
項
に

〔役〕

躍
有
開
墾
鹿
田
・
輿
修
水
利
・
建
立
隠
防
・
修
貼
坪
埠
之
類
。
工
段
浩
大
民
力
不
能
給
者
。
許
受
利
人
戸
於
常
卒
庚
恵
倉
係
官
銭
餅
内
連

献
借
貸
支
用
。
何
依
青
苗
銭
例
作
南
限
或
三
限
迭
納
。
如
是
係
官
鏡
餅
支
借
不
足
。
亦
許
州
牒
勘
諭
物
力
人
出
銭
借
貸
。
依
例
出
息
。
官

魚
置
簿
及
催
理
。
諸
色
人
能
出
財
力
。
糾
率
衆
戸
。
云
々
。

と
あ
り
、
常
卒
康
恵
倉
の
銭
斜
を
貸
興
す
る
か
、
或
は
州
将
官
司
の
手
を
介
し
て
管
内
の
富
家
の
融
通
を
求
め
る
か
、
何
れ
か
で
あ
り
、
結
局

は
民
の
負
捨
と
な
っ
て
い
た
。
奈
京
の
時
代
に
な
る
と
、
民
間
資
本
を
利
用
す
る
方
法
が
更
に
援
大
さ
れ
る
。
政
和
四
年
(
一
一
一
四
)
一
一
月

十
五
日
、
工
部
が
前
太
卒
州
軍
事
剣
官
宜
宗
原
の
申
請
を
上
奏
し
て
、
員
州
よ
り
江
州
に
到
る
聞
の
河
遁
(
運
河
)
を
復
興
し
併
せ
て
河
道
沿

21 

い
の
好
回
を
復
興
す
る
こ

ιに
し
て
い
る
が
、
こ
の
工
事
は
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依
宗
原
任
太
卒
州
判
官
日
己
輿
政
和
好
田
例
。
召
人
戸
自
備
財
力
輿
修
。
更
不
用
官
銭
糧
。
仰
依
府
畿
見
行
輿
修
水
利
法
。
不
限
等
第
。

許
請
佃
。

と
云
う
よ
う
に
、
政
和
好
輿
修
の
例
に
従
い
、
ま
た
府
畿
の
輿
修
水
利
法
を
採
り
入
れ
、
官
司
の
銭
糧
を
用
い
ず
人
戸
自
備
の
財
力
に
よ
っ
て

行
な
う
計
重
で
あ
っ
た
。
上
奏
に
よ

っ
て
膳
部
員
外
郎
沈
鱗
が
河
道
を
視
察
し
、
虚
宗
原
の
計
霊
の
是
非
を
検
討
し
、
三
月
二
十
日
彼
の
所
見

を
上
奏
し
て
採
田
博
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
上
奏
に
見
え
る
「
召
人
戸
自
備
財
力
輿
修
」
の
方
法
は

合
開
修
河
路
係
官
司
措
置
外
有
可
輿
好
因
。
係
渉
江
准
南
湖
三
路
。
己
曾
申
明
。
乞
依
都
畿
見
行
興
修
水
利
法
。
不
限
等
第
。
許
人
戸
請

(

土

)

(

乞
)
(
先
)

佃
情
願
随
力
各
借
銭
米
。
慮
人
戸
不
知
今
来
朝
廷
許
令
請
佃
。
若
相
度
措
置
得
有
合
修
地
上
去
慮
。
即
先
乞
衣
令
逐
虚
官
司
散
出
勝
示
。

告
諭
人
戸
。
迭
納
投
獄
。
理
定
名
次
。
至
輿
修
有
目
。
令
人
戸
迭
納
輿
修
銭
糧
。
成
田
日
依
次
給
佃
。

と
云
う
も
の
で
あ
っ
た
。

「
江
准
雨
漸
三
路
の
時
田
は
都
畿
見
行
の
輿
修
水
利
法
を
適
用
し
て
、
人
戸
は
何
れ
も
請
佃
を
行
な
い
資
力
に
随
っ
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て
銭
米
の
支
借
を
申
し
出
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
。
但
し
今
回
は
江
准
で
は
始
め
て
の
試
み
で
あ
る
の
で
、
坪
田
の
輿
修
計
霊
が
決
ま

現
地
の
官
司
が
携
示
を
出
し
て
請
佃
者
の
投
黙
を
受
け
名
次
(
投
獄
の
順
位
)
を
定
め
る
。
そ
し
て
愈
々
工
事
を
始
め
る
と
き
に

出
来
上
っ
た
田
を
名
次
に
従

っ
て
給
佃
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
」
と
云
う
方
法
を
採
っ
て

っ
た
ら
、

工
っ
こ
‘
つ
、

ナ
'

+

J

P

V

4

投
朕
者
に
輿
修
銭
糧
を
、4

怠
納
さ
せ
、

い
る
の
で
あ
る
。
政
和
六
年
十
月
十
六
日
商
漸
常
卒
司
越
震
が
卒
江
府
の
水
利
工
事
を
行
な
っ
た
と
き
も
、@

 

こ
れ
が
奈
京
時
代
の
新
法
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
召
有
力
人
戸
出
備
銭
米
。
官
魚

と
あ
る
の
は
、

募
夫
。
監
部
開
修
」
と
云
う
方
法
を
採
っ
て
い
る
が
、

た
規
制
は
な
く
な
っ

て
し
ま
い
、
有
力
者
は
然
る
べ
く
開
拓
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。

(
三
官
田
雑
録
・
紹
興
二
十
九
年
(
二
五
九
〉
五
月
一
日
僚
に

一
幅
建
路
江
海
畔
新
出
沙
因
。
其
民
戸
自
備
銭
米
興
修
。
数
年
之
問
。
償
費
未
足
。

云
々
。

そ
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
数
年
の
聞
に
し
て
償
費
未
だ
足
ら
ず
」
と
云
う
程
度
で
あ
る
か
ら
、
規
模
も
小
さ
い
も
の
で
あ
っ

入
獲
室
金
石
補
正
(
J
t
p
)

般
若
曾
善
知
識
洞
記
に
停
え
る
明
州
鄭
鯨
阿
育
王
山
康
利
稗
寺
の
塗
回
開
設
は
可
成
り
に
大

南
宋
時
代
に
な
る
と
、

」
う
し

無
論
資
本
は
自
ら
の
も
の
で
あ
る
。

宋
曾
要
食
貨

た
と
推
測
さ
れ
る
が
、



規
模
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
寺
信
の
揮
徴
が
信
土
八
高
四
千
を
以
っ
て
般
若
舎
を
組
織
し
「
求
田
供
衆
之
資
」
を
募
り
、
紹
興
二
十

八
年
(
一
一
王
八
〉
か
ら
乾
道
三
年
(
一
二
ハ
七
)
に
か
け
て
奉
化
麟
の
官
地
海
塗
に
坪
田
を
開
拓
し
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が

乃
令
其
徒
彦
卒
。
就
奉
化
東
村
請
官
地
海
塗
。
呼
而
震
因
。
工
傭
浩
博
。
以
般
若
命
田
所
儲
用
之
。
不
足
又
請
大
慧
衣
鉢
助
之
。
合
金
十
寓

絹
。
施
及
三
年
。
市
大
国
順
寂
。
衆
文
以
其
嗣
今
住
持
普
門
廓
公
緩
之
。
時
丞
相
湯
公
思
退
口
口
大
慧
震
方
外
友
。
捨
金
協
演
。
叉
得
無

相
大
師
靖
公
抵
財
。
建
造
荘
院
。
名
般
若
荘
。
云
々
。

と
あ
り
、
十
高
絹
以
上
の
費
用
を
か
け
て
海
塗
田
を
建
設
し
て
い
る
の
で
あ
旬
。

.、

こ
う
し
た
新
田
開
設
は
、
先
き
に
官
田
の
類
自
に
就
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
ま
た
右
の
洞
記
に
「
奉
化
鯨
の
東
村
の
官
地
海
塗
を
請
い
」
と

明
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
官
有
地
に
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
投
え
さ
れ
た
資
本
に
劃
す
る
法
の
保
護
が
な
い
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
が
行
な
わ
れ

政
和
の
水
利
法
の
よ
う
に
、
民
間
の
投
資
を
募
る
場
合
は
諌
め
投
入
さ
れ
る
資
本
に
就
い
て
法
の
保
護
を
興
え
て
お
く
必
要

が
あ
っ
た
筈
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
照
寧
の
水
利
篠
約
で
も
同
様
で
あ
る
。
従
っ
て
照
寧
二
年
六
月
の
工
本
銭
償
還
に
関
す
る
法
令
は
こ
の
種

の
新
田
に
も
適
用
さ
れ
て
い
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
。
責
陪
の
封
象
が
工
本
銭
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
根
擦
は
、
宋
舎
要
食
貨

R-書
官
」

+inr
品、。

T
a
r
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J
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農
回
雑
録
・
乾
道
五
年
(
一
二
ハ
九
)
九
月
十
四
日
篠
の
戸
部
侍
郎
楊
後
の
奏
に

江
南
東
西
路
州
牒
常
卒
轄
運
司
符
因
。
見
今
人
戸
出
納
租
税
佃
種
。
骨
骨
掛
~
骨
。
合
金
秒
俳
骨
岳
山
世
企
傍
品
川
舟
札
前
払
入
札
町
。
(
桝
)
乞
下
江
南

東
路
提
拳
常
卒
司
。
選
官
賜
詣
地
頭
。
照
鄭
比
田
則
佑
債
。
召
入
賞
封
投
朕
靖
銭
承
買
。
(
桝
)
以
最
高
銭
数
問
見
佃
人
。
持
静
一
J

か
骨

承
買
。
云
々
。

と
あ
り
、
用
銀
交
免
闘
ち
責
陪
の
鏡
が
工
本
鎮
の
評
債
額
で
あ
る
。
国
債
の
二
分
に
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
元
典
章
新
集
・
戸
部
・
契
本

「
買
買
契
券
赴
本
管
務
司
投
税
」
に

至
治
元
年
ハ
一
三
二
一
〉
二
月
日
。
江
街
行
省
准
中
書
省
響
。
該
来
盗
。
雨
櫛
輔
運
司
申
。
董
涯
場
櫨
戸
張
浩
告
。
用
工
本
銭
二
千
三
百

七
十
絵
定
免
佃
到
崇
徳
州
機
八
提
領
等
原
佃
係
官
園
田
二
千
三
百
儀
畝
。
云
々
。
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と
あ
り
、

工
本
銭
を
以
っ
て
係
官
園
田
を
免
佃
(
交
佃
)
し
て
い
る
事
賓
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

な
お
周
藤
士
口
之
「
宋
代
官
田
の
佃
権
買
買
|

資
陪
又
は
酬
償
交
佃
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、
別
に
根
擦
は
示
さ
れ
な
い
ま
ま
「
こ
の
資
陪
と
は
民
が
そ
の
屯
田
に
注
い
だ
所
謂
工
本
の
責
を

陪
償
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
(
「
中
国
土
地
制
度
史
研
究
」
三
九
二
頁
)
、
他
方
同
氏
の
「
宋
代
佃
戸
の
刻
佃
制
|
官

田
を
中
心
と
し
て
|
」
に
よ
る
と
、
本
節
に
述
、
べ
た
官
回
出
買
の
際
に
お
け
る
工
本
銭
償
還
の
取
扱
い
を
根
擦
に

「
叉
出
賓
の
場
合
に
も
見
佃

人
は
そ
の
債
の
二
分
な
い
し
三
分
を
減
じ
て
承
買
し
て
い
た
。
従
っ

て
混
官
・
戸
絶
田
で
も
見
佃
人
の
佃
穫
は
多
少
認
め
ら
れ
て
は
い
た
よ
う

tJ~ で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
(
「
唐
宋
吐
曾
経
済
史
研
究
」
一
七
七
頁
、
傍
熱
引
用
者
)
。
氏
の
員
意
は
今
少
し
詳
し
い
説
明
が
な
い
と
分
り
品
兼
ね
る

「
佃
権
が
確
立
し
て
、
そ
れ
が
貰
賀
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
L

(

「
中
園
土
地
制
度
史
研
究
」
四
O
二
頁
)
と
云
わ
れ
る
よ
う
に
権
利
の
買
買
と

云
う
理
解
が
根
抵
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
理
解
に
基
い
て
佃
権
と
剣
佃
と
を
南
立
し
得
な
い
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、

」
れ
は
筆
者
と
見
解
の
分
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

む

す

び
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宋
代
の
官
田
の
租
佃
形
態
の
一
つ
に
、
管
業
租
種
と
呼
ば
る
べ
き
も
の
が
あ

っ
た
。
こ
の
租
佃
田
は
百
姓
の
私
有
地
(
税
田
・
己
業
〉
と
同

賦
課
と
し
て
差
役
科
配
を
受
け
、

じ
よ
う
に
、
佃
作
者
の
家
業
(
家
産
・
財
産
)
と
し
て
照
司
の
戸
籍
に
戸
名
を
立
て
て
登
記
さ
れ
、
佃
田
の
租
輔
の
ほ
か
に
、
家
業
に
翌
ヲ
る

ま
た
子
々
孫
々
に
遺
蝿
縫
承
さ
せ
(
接
績
承
佃
)
、
別
人
に
轄
貸
譲
渡
出
典
(
交
佃
〉
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て

い
た
。
交
佃
の
際
は
、
立
債
交
佃
或
は
酬
債
交
佃
と
稿
し
て
資
陪
の
債
を
取
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
税
田
己
業
と
同
じ
く
豚
司
の
印
契
を
請
買
し

て
書
填
交
易
し
、
牙
契
税
を
納
め
る
よ
う
義
務
附
け
ら
れ
て
い
た
。
資
陪
の
針
象
に
な
っ
た
も
の
は
佃
作
者
が
佃
田
の
耕
墾
熟
成
や
池
塘
堤
岸

の
輿
修
、
起
屋
種
桑
な
ど
の
た
め
に
投
入
し
た
資
本
労
働
を
見
積
っ
て
銭
額
で
表
示
し
た
も
の
、
首
時
の
文
献
に
云
う
工
本
銭
、
佃
人
功
力
銭

で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
こ
の
工
本
銭
は
元
請
佃
の
時
貼
に
於
い
て
荒
腰
の
朕
態
に
あ
り
、
承
佃
の
後
に
良
回
と
な
っ
た
佃
回
特
に
水
利
回
に
於
い

て
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
工
本
銭
に
劃
す
る
法
の
保
護
は
五
代
よ
り
見
ら
れ
、
照
寧
二
年
(
一

O
六
九
〉
に
は
確
立
し
て
い
た
。



な
お
こ
の
管
業
構
が
回
主
(
請
佃
主
〉
と
佃
戸
の
南
者
に
分
立
す
る
と
所
謂
一
回
南
主
制
の
成
立
と
な
る
が
、
こ
れ
に
就
い
て
は
仁
井
田
陸

「
明
情
時
代
の
一
回
雨
主
慣
習
と
そ
の
成
立
」
(
「
中
国
法
制
史
研
究
|
|
土
地
法
取
引
法
」
一
八
九
頁
〉
所
引
の
乾
隆
崇
明
勝
志
の
記
事
を
参
照
さ

れ
た
い
。
筆
者
は
こ
う
し
た
管
業
種
の
分
立
は
既
に
南
宋
時
代
に
見
ら
れ
た
も
の
と
推
測
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
詳
し
く
検
討
し
た
い
と
思
つ

@
 

て
い
る
。
ま
た
南
宋
期
の
文
献
に
見
え
る
田
骨
・
回
根
・
田
底
に
就
い
て
も
私
見
を
述
べ
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
別
稿
に
ゆ
づ
る
。
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註①
周
藤
士
ロ
之
「
宋
代
官
田
の
佃
機
質
買
1
l資
階
叉
は
酬
償
交
佃
に
つ
い

て
|
|
」
(
「
東
方
事
」
七
原
載
、
「
中
園
土
地
制
度
史
研
究
」
所
枚
)
。

②
象
山
先
生
全
集
(
雄
一
一
一
)
年
譜
及
び
宋
曾
一
塁
民
主
ハ
一
宮
回
雑
録
・
淳
照

十
四
年
六
月
十
三
日
の
質
回
指
揮
参
照
。

③
馬
氏
南
唐
書
(
鵬
)
嗣
主
十
四
年
一
一
一
月
僚
に
江
州
節
度
使
管
下
の
諸
郡
の

屯
田
が
見
え
、
同
書
(
酷
一
)
康
仁
摩
一
に
吉
州
の
屯
回
が
見
え
る
。

③
馬
氏
南
唐
書
(
国
)
後
主
同
年
月
係
、
長
編
(
当
)
建
隆
二
年
七
月
篠
参

照。
③
宋
曾
要
富
士
山
)
農
田
義
-
天
橋
四
年
四
月
係
、
八
月
二
十
一
五

附
記
天
聖
三
年
張
布
顔
奏
、
天
聖
三
年
十
一
月
係
、
四
年
六
月
傑
参
照
。

⑤
資
治
通
鑑
(
倉
一
一
)
同
年
月
日
係
。

F

九
二

⑦
長
一
編
(
持
一
一
一
)
同
年
月
二
十
八
日
壬
辰
係
。

「省一一一
J

③
同
右
{
三
六
)
同
日
係
。

③
宋
代
の
質
地
小
作
に
就
い
て
は
、
周
藤
吉
之
氏
に
「
宋
代
の
典
佃
制
」

(
「
法
制
史
研
究
」
七
原
載
、
「
暦
宋
従
曾
経
済
史
研
究
」
所
収
)
の
研
究

が
あ
る
が
、
明
瞭
な
資
料
は
南
宋
期
の
も
の
で
あ
る
。

⑬
こ
の
額
引
産
土
は
新
田
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
攻
貌
集
(
明
ト
)
直
一
器
削

徐
公
(
夢
華
〉
墓
誌
銘
に
九
乾
道
中
知
海
州
湘
陰
燃
で
あ
っ
た
一
と
き
の
こ

と
と
し
て

湘
陰
誼
湖
。
少
田
多
盗
。
帥
括
盗
耕
湖
因
者
。
悉
輪
租
。
続
増
耕
続
。

他
邑
或
移
別
賦
懸
命
。
公
恐
重
困
吾
民
。
謂
邑
無
炉
酌
。
税
無
従
出。

帥
盛
怒
。

と
あ
り
、
宋
倉
田
要
食
貨
六
墾
田
雑
録
・
嘉
定
二
年
正
月
十
五
日
僚
に

知
湖
州
王
炎
奏
。
本
州
境
内
。
修
築
堤
岸
。
費
草
蕩
骨
坤
許
酌
者
。
凡
十

高
畝
。
畝
政
三
石
バ

と
あ
る
。

⑪
宋
曾
一
安
食
貨
(
忠
)
農
田
雑
録
・
乾
道
八
年
七
月
七
日
係
。

⑫
清
明
集
に
は
、
こ
の
ほ
か
四
二
、
六

O
、
二
二
八
、
二

O
五
頁
に
租
業

が
見
え
、
二

O
一
、
二
八
六
頁
に
租
産
が
見
え
る
(
頁
敏
は
古
典
研
究

曾
影
印
本
〉
。

長
編
(
苫
だ
)
同
年
五
月
甲
辰
二
十
四
日
係
。

宋
曾
一
安
食
貨
(
一
一
一
)
身
丁
・
紹
興
二
十
八
年
正
月
二
十
八
日
。

同
右
食
貨
(
訟
)
脇
田
回
雑
録
・
紹
輿
三
年
二
月
七
日
炉
。
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⑫⑬  

仁
井
田
陸
「
唐
令
拾
遺
」
六
二

O
頁。

宋
合
同
一
安
食
貨
(
吠
)
民
建
議
-
天
理
元
年
八
月
十
日
係
。

同
食
貨
(
六
)曲
成
田
雑
録
・
天
製
四
年
六
月
傍

F

一一一』

⑬
同
食
貨
(
吠
)
官
目
撃
録
。

⑧
管
佃
が
管
業
と
同
じ
意
味
を
持
つ
こ
と
は
、
清
明
集
二
三
六
|
一
一
一
七
、

二
八
四
|
二
八
五
等
の
用
例
を
参
照
さ
れ
た
い
ハ
貰
数
は
古
典
研
究
舎
影

印
本
)
。

@

戸

籍

上
に
戸
名
を
持
つ
客
向
は
国
産
所
有
者
で
あ
り
、
無
産
の
佃
戸
に

は
戸
名
は
な
か
っ
た
と
云
う
卑
見
に
就
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
数
名
の
方
か

ら
御
批
判
を
戴
き
、
再
度
熟
考
す
る
機
曾
を
輿
え
ら
れ
た
が
、
矢
張
り
右

の
基
本
鮎
だ
け
は
未
だ
に
改
め
る
に
到
っ
て
い
な
い
。
但
し
民
の
「
国

産
」
は
己
業
の
み
で
は
な
く
骨
刷
業
管
業
一
般
で
あ
る
と
補
正
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
よ
う
で
あ
る
。
客
戸
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
の
中
に
再
論
し
よ
う

と
思
っ
て
い
る
。

⑫
宋
舎
一
室
((
一
)
郷
兵
・
乾
道
四
年
正
月
二
十
七
日
係
。

@
長
編
(
市
九
)
天
稽
四
年
七
月
庚
戊
朔
傑
。

，一，
，

、

@
こ
こ
で
刻
佃
が
禁
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
後
文
の
催
潤
人
戸
不
致
久
荒

国
土
に
封
態
す
る
臨
時
の
指
置
で
あ
る
。

@

長
編
(
当
仁
)
阻
…
寧
五
年
八
月
末
尾
係
方
図
均
続
法
。

同
書
(
惜
だ
)
元
一
斑
元
年
四
月
末
の
呂
陶
奏
。

同
書
(
油
缶
)
元
肱
元
年
十
月
壬
寅
右
司
諌
主
観
奏
。

同
書
(
悌
介
)
天
聖
六
年
三
月
美
未
練
。

⑧ @ @ @ 

⑫ 

同
書
(
渚
十
「
)
康
定
元
年
七
月
葵
亥
篠
。

，-一一，ノ、

要
録
(
出
世
二
紹
輿
三
十
一
年
九
月
庚
寅
二
十
一
日
係
及
び
宋
曾
要
食
貨

f

九一一」

八
水
利
・
乾
道
九
年
十
一
月
二
十
五
日
係
、
長
編
(
時
一
川
)
元
符
二
年
四
月

丙
子
係
、
同
(
白
山
)
元
一
路
五
年
二
月
甲
辰
傑
参
照
。
無
論
私
田
の
佃
戸
は

f

一ニノ」

夫
役
を
徴
せ
ら
れ
な
い
。
資
文
粛
公
文
集
(
崎
一
一
)
奥
准
西
喬
運
釧
一
線
山
起
夫

運
糧
事
に

起
夫
一
事
。
子
号
蜘
む
和
声
。
税
戸
抑
勅
伺
戸
。
税
戸
毎
一
一
二
世
恥
骨
一

夫
。
未
完
有
商
産
之
患
。

ル」&のヲ令。

@ @
仁
井
田
陸
「
明
治
時
代
の
一
回
爾
主
慣
習
と
そ
の
成
立
」
(
「
中
国
法
制

史
研
究
|
|
土
地
法
取
引
法
」
所
牧
)
で
は
管
業
を
管
理
と
課
さ
れ
て
い

る
が
、
今
少
し
具
想
的
な
解
説
が
欲
し
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時

代
の
用
法
に
つ
い
て
識
者
の
御
数
一
F
が
得
ら
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

@
こ
の
承
佃
と
募
人
佃
賃
の
相
違
に
就
い
て
は
、
「
宋
代
官
回
の
刻
佃
に

就
い
て
」
(
日
野
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
〉
で
詳
し
く
述
べ
る
。

@
力
団
に
就
い
て
は
宋
曾
要
食
貨
(
吠
)
墾
田
雑
録
・
紹
興
二
十
年
四
月
二

十
七
日
係
参
照
。

?
』
の
年
代
主
義
一
一
一
)
皇
祐
四
年
九
月
庚
良
参
照
。

@
仁
井
田
陸
「
唐
令
拾
遺
」
六
五
二
|
三
頁
。

@
宋
曾
要
食
貨
(
吠
)
水
利
雑
録
。

同
食
貨
士
ハ
)
耐
震
回
雑
録
。

三一一、

以
上
、
皐
例
は
す
べ
て
同
食
貨
(
玖
)
笹
田
雑
録
に
擦
る
。
こ
う
し
た
場

- 26ー
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-合
の
臨
開
業
識
認
に
は
、
い
か
が
わ
し
い
者
が
多
か
っ
た
。
文
献
遁
考
省
四

歴
代
田
賦
之
制
に
は
、
前
出
額
徳
二
年
殺
を
載
せ
た
後
に
、
容
寮
随
筆
を

引
き
、
「
今
之
令
式
。
文
書
盈
凡
閣
。
震
猪
吏
舞
文
之
具
?
故
有
捨
去
物

業
三
五
十
年
。
妄
人
詐
稽
逃
戸
子
孫
。
以
銭
買
吏
而
奪
見
佃
者
。
震
可
歎

也
」
と
記
し
て
い
る
。

@
以
上
家
例
は
宋
曾
要
食
貨
(
吠
)
官
田
雑
録
に
よ
る
。

@
長
編
(
持
「
)
同
年
一
一
一
月
丁
己
保
参
照
。

「各一一
J

@
長
輿
集
一
一
一
恵
春
好
記
。

⑫
宋
曾
量
食
貨
(
+
一
ハ
)
水
利
雑
録
同
日
係
。

@
長
編
(
泊
四
)
同
日
僚
。

プ
ノ
四
九

@
以
上
の
翠
例
は
宋
曾
一
安
食
品
貝
(
吠
)
水
利
雑
録
に
よ
る
。

@
水
利
回
の
開
設
に
就
い
て
は
、
周
藤
吉
之
「
宋
代
の
坪
田
と
妊
園
制

ー

l
特
に
江
南
東
路
に
つ
い
て
|
|
」
(
「
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
」
一

O

原
載
、
「
宋
代
経
済
史
研
究
」
所
校
)
、
「
宋
代
漸
西
地
方
の
園
田
の
愛
展
」

ハ
「
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
」
三
九
〉
が
、
極
め
て
聾
富
な
資
料
に
よ
り
つ
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つ
好
回
酒
田
開
設
の
進
行
状
態
を
詳
細
に
描
い
て
い
る
。
但
し
そ
の
主
要

J

な
論
鮎
が
「
荘
園
制
」
の
普
及
護
展
や
一
圃
的
土
地
所
有
の
存
在
の
検
澄

に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
は
物
足
り
な
い
。
こ
の
論
貼
は
宮
崎
市
定
「
宋
代

以
後
の
土
地
所
有
形
慢
」
(
「
東
洋
史
研
究
」
一
一
一
|
一
一
〉
の
分
散
的
土
地

所
有
論
に
封
す
る
反
批
剣
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
毎
回
園

田
が

E
大
な
資
本
を
投
じ
て
開
愛
さ
れ
た
新
国
で
あ
り
、
管
業
回
と
し
て

工
本
に
封
す
る
構
利
が
保
註
さ
れ
て
い
る
事
賓
や
、
こ
の
開
設
に
要
す
る

努
働
力
を
産
ん
だ
蒼
白
地
帯
に
於
け
る
湊
民
分
解
に
謝
す
る
充
分
な
配
慮

を
敏
い
て
は
、
宋
代
の
土
地
問
題
を
理
解
す
る
に
有
款
な
親
貼
を
提
供
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
新
田
開
震
が
特
に
雨
漸
江

東
福
建
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

⑬
周
藤
士
口
之
氏
に
「
南
宋
の
回
骨
・
屋
骨
・
園
骨

i
1特
に
改
典
就
寅
と

の
閥
係
に
つ
い
て
|
|
」
(
「
東
方
事
」
-
二
原
載
、
「
唐
宋
祉
曾
経
済
史

研
究
」
所
攻
V

の
研
究
が
あ
る
。
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